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はじめに

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, viii ページ

• 関連資料, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, x ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, x ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Directorを使用し、以下の少なくとも 1つの分野において責任と専
門知識を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

推奨される予備知識

Cisco UCS Director Bare Metal Agentを展開および管理するには、以下の知識が必要です。

• DHCPの設定

• PXEブート

• TFTPの機能

• HTTPの機能
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• Linux

•仮想化テクノロジー

表記法

表示テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素（this font）]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル（this font）]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#
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「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての

警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

関連資料

『Cisco UCS DirectorDocumentation Roadmap』

Cisco UCS Directorの資料の詳細なリストについては、次の URLにある『Cisco UCS Director
Documentation Roadmap』を参照してください。http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/
ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html

『Cisco UCS Documentation Roadmaps』

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、『Cisco UCS B-Series Servers Documentation
Roadmap』（URL：http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc）を参照してください。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

Cisco UCS Director Bare Metal Agent リリース 6.0 インストールおよびコンフィギュレーションガイド

ix

はじめに

関連資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc


『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』にはCisco UCSManagerおよびCisco UCS
Centralのドキュメントのリンクが含まれています。『Cisco UCS C-Series Servers Documentation
Roadmap』には Cisco Integrated Management Controllerのドキュメントのリンクが含まれていま
す。

（注）

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-director-docfeedback@cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力をよろ
しくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

新しく作成された、または改訂されたシスコのテクニカルコンテンツをお手元に直接送信するに

は、『What's New in Cisco Product Documentation』RSSフィードをご購読ください。RSSフィード
は無料のサービスです。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

この章は、次の項で構成されています。

• 新情報および変更情報, 1 ページ

新情報および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するガイドでの主な変更点の概要を示したものです。この表は、

このマニュアルに加えられた変更やこのリリースの新しい機能をすべて網羅するものではありま

せん。

参照先説明機能

ベアメタルエージェント

アカウントの追加, （15
ページ）

ベアメタルエージェントアカウン

トをCisco UCSDirectorに追加した
時に、必要に応じて Sambaユーザ
を作成できるようになりました。

Sambaユーザを作成する

『Cisco UCS Director
Administration Guide』

Cisco UCS Directorでは、事前に定
義されたベアメタルサーバのプロ

ビジョニングポリシーを使用し

て、ベアメタルサーバをプロビ

ジョニングできるようになりまし

た。このポリシーを作成するには、

ベアメタルサーバカタログを作成

してから、ベアメタルカタログタ

イプをとともにサービスリクエス

トを作成します。

ベアメタルサーバのプロビ

ジョニングポリシー
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第 2 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Director Bare Metal Agent, 3 ページ

• 最小システム要件, 4 ページ

• 注意事項と制約事項, 4 ページ

• ネットワーク構成オプション, 6 ページ

• ベアメタルエージェントによるベアメタルサーバのプロビジョニング, 8 ページ

• ベアメタルエージェントのアップグレード, 8 ページ

Cisco UCS Director Bare Metal Agent
Cisco UCS Director Bare Metal Agent（BMA）は、ブート前実行環境（PXE）を使用してベアメタ
ルサーバまたは仮想マシンへのオペレーティングシステムのインストールプロセスを自動化し

ます。ベアメタルエージェントは、機能的な PXEインストール環境に必要な次のサービスを提
供します。

• Dynamic Host Control Protocol（DHCP）

•ハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）

•トリビアルファイル転送プロトコル（TFTP）

この環境が使用可能で、ベアメタルエージェントと Cisco UCS Directorが正しく設定されていれ
ば、PXEインストールタスクを任意の Cisco UCS Directorインフラストラクチャワークフローに
組み込むことができます。

ベアメタルエージェントには、セキュアシェル（SSH）経由でアクセスできます。また、DHCP
の設定、サービスの開始と停止などのサービスをCiscoUCSDirectorを使用して、ベアメタルエー
ジェント上で実行できます。単一の Cisco UCS Directorノードで、複数のベアメタルエージェン
トアプリケーションをサポートできます。
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最小システム要件
ベアメタルエージェントの適切なインストールと操作のためには、環境が最小システム要件を

満たしている必要があります。

VMware vSphere の最小要件

要件名前

4.0以降VMware vCenterサーバ

最少 CPU数：2

メモリ：3 GB

ハードディスク：40 GB

VMware vCenterの最少予約量

Microsoft Hyper-V の最小要件

要件名前

次のいずれかを備えたWindows Server 2008 R2または
Windows Server 2012

• 2.0

• 3.1

Hyper-V

最少 CPU数：2

メモリ：3 GB

ハードディスク：40 GB

Hyper-Vの最少予約量

注意事項と制約事項
ベアメタルエージェントをインストールする前に、次のガイドラインと制約事項に注意してく

ださい。

ベアメタルエージェントの接続

ベアメタルエージェントアプリケーションごとに、1つの Cisco UCS Directorノードにしか接続
できません。
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ネットワーク可用性

インストールと設定が完了した後、システム環境が次のネットワーク可用性を満たす必要があり

ます。

•ベアメタルエージェントは、ネットワーク経由で Cisco UCS Directorに到達できる必要があ
ります。

• Cisco UCS Directorは、ネットワーク経由でベアメタルエージェントに到達できる必要があ
ります。

•ベアメタルサーバ（ブレードまたはラック）は、PXE経由でオペレーティングシステムを
インストールする最初の段階から、ベアメタルエージェントの DHCPネットワークに到達
できる必要があります。

DHCP の設定

DHCPを使用する場合、DHCPサーバをベアメタルエージェントと同一の PXE VLANに配置し
ます。次に、その DHCPサーバで必要になる IPアドレス範囲を DHCPサーバに設定します。

VLAN の設定

ネットワーク設定のセットアップでは、1つの PXE VLANと 1つの管理 VLAN（別々の VLAN）
という設定が最もよく使用されます。ただし、必要に応じて、ベアメタルエージェントは両方

で 1つの VLANをサポートします。

Cisco UCS、Cisco UCS Directorとベアメタルエージェントの間で VLANエンドツーエンドを設
定します。ただし、ベアメタルエージェントを設定するときに、PXE_VLANレイヤ2ネットワー
クと管理 VLANネットワーク間でルーティングが発生することを想定しないでください。

DHCPを使用するようにベアメタルエージェントを設定する場合は、PXEVLANとそのサブネッ
トに DHCPサーバを配置して設定します。この DHCPサーバは、PXEプロセスに必要な一時 IP
アドレスの役割を果たします。2つの VLANが存在する環境では、管理 VLANのサブネットから
IPアドレスがサーバに割り当てられます。Cisco UCS Directorで管理されている IPアドレスプー
ルによって、この IPアドレスが割り当てられます。

ベアメタルエージェントに 2つの VLANを設定する場合は、次の 2つの IPアドレス属性を設定
します。

• PXE VLAN内のベアメタルエージェント用の IPアドレス

•管理 VLAN内のベアメタルエージェント用の 2つ目の IPアドレス

TFTP サーバ

ベアメタルエージェントを使用している場合は、Cisco UCSDirector TFTPサーバを使用して、動
的変数などの設定が正しく機能することを確認します。

ベアメタルエージェントアカウントを追加すると、ベアメタルエージェントがサービスの開始

時に TFTPサーバを設定します。
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ネットワーク構成オプション
ベアメタルエージェントでは、次のネットワーク設定オプションを選択できます。

•管理および Preboot Execution Environment（PXE）用の単一ネットワーク

•管理と PXEのための個別のネットワーク

ご使用の環境の要件に最適なネットワーク設定オプションを選択してください。

管理と PXEのための単一のネットワーク

使用する環境で、次のものを同じネットワークインターフェイスおよびレイヤ 2ネットワーク上
でホストできる場合は、このネットワーク設定オプションを選択することをお勧めします（次の

図を参照）。

•ベアメタルエージェントから提供されるサービス（DHCP、TFTP、HTTPなど）

•ベアメタルエージェントと Cisco UCS Directorまたはその他のデバイスやアプライアンスと
の間の管理トラフィック

図 1：単一のネットワークのサンプルトポロジ

管理と PXEのための個別のネットワーク

使用する環境で、次のものを同じネットワークインターフェイスおよびレイヤ 2ネットワーク上
でホストできない場合は、このネットワーク設定オプションを選択することをお勧めします（下

の図を参照）。

• PXEネットワーク上のベアメタルエージェントから提供されるサービス（DHCP、TFTP、
HTTPなど）
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•管理ネットワーク上のベアメタルエージェントと Cisco UCS Directorまたはその他のデバ
イスやアプライアンスとの間のトラフィック

図 2：個別の PXE ネットワークと管理ネットワークのサンプルトポロジ

ネットワーク設定の前提条件

ベアメタルエージェントのネットワーク設定を行うには、環境が次の前提条件を満たしている

ことを確認してください。

•該当する Cisco UCS Director installation guideの説明に従って Cisco UCS Directorがインストー
ルされ、ネットワークインターフェイスが設定されている。

• Cisco UCS Director Bare Metal AgentがWebブラウザ経由で到達可能で、ログインすることが
できる。

•ベアメタルエージェントがインストールされ、追加設定は実行されていない。

•単一のネットワーク設定を行うには、必要な単一の管理およびPXEVLANがプロビジョニン
グされ、かつ、仮想マシン（VM）を接続するか、VMで使用できる、仮想ポートグループ
やポートプロファイルとして使用可能になっているかを確認してください。

•個別のネットワーク設定を行うには、次のネットワークがプロビジョニングされ、かつ、VM
を接続するか、VMで使用できる、仮想ポートグループやポートプロファイルとして使用可
能になっているかを確認してください。

◦管理（MGMT）ネットワーク：ベアメタルエージェントと Cisco UCS Directorの間の
トラフィックに使用されます。

◦ PXEネットワーク：PXEサービストラフィック（DHCP、HTTP、TFTPなど）に使用
されます。
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ベアメタルエージェントによるベアメタルサーバのプ

ロビジョニング
ベアメタルエージェントによるベアメタルサーバのオペレーティングシステムのインストール

に関するプロセスを次に示します。

•ベアメタルエージェントをインストールします。Cisco UCSDirector BareMetal Agentのイン
ストール, （9ページ）を参照してください。

•ベアメタルエージェントを設定します。Cisco UCS Director Bare Metal Agentの設定, （15
ページ）を参照してください。

•ベアメタルエージェントに OSイメージを追加します。Windows OSイメージの追加, （33
ページ）または非Windows OSイメージの追加, （27ページ）を参照してください。

•ベアメタルサーバの OSイメージをワークフロータスクによって展開します。オーケスト
レーションワークフロータスクによるOSイメージのプロビジョニング, （53ページ）を参
照してください。

Cisco UCS Directorによるベアメタルエージェントの運用の管理については、ベアメタルエー
ジェントの管理, （21ページ）を参照してください。

ベアメタルエージェントのアップグレード
ベアメタルエージェントのアップグレードの詳細については、『Cisco UCS Director Upgrade
Guide』を参照してください。
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第 3 章

Cisco UCS Director Bare Metal Agent のインス
トール

この章は、次の項で構成されています。

• VMware vSphereへの Cisco UCS Director Bare Metal Agentのインストール, 9 ページ

• Microsoft Hyper-Vへの Cisco UCS Director Bare Metal Agentのインストール, 11 ページ

VMware vSphere への Cisco UCS Director Bare Metal Agent
のインストール

はじめる前に

• VMware vSphereまたは vCenterのシステム管理者権限を持っている必要があります。

• DHCPではなく静的 IPアドレスを使用する場合は、以下の情報が必要です。

◦ IPアドレス

◦サブネットマスク
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◦デフォルトゲートウェイ

ステップ 1 Cisco UCS Director用の Cisco.comダウンロードサイトから、Cisco UCS Directorベアメタルエージェント
をダウンロードし、OVFファイルを解凍します。

ステップ 2 VMware vSphereクライアントにログインします。

ステップ 3 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、Cisco UCS Director Bare Metal Agentを展開する vSphereホスト
をクリックします。

ステップ 4 [ファイル（File）] > [OVFテンプレートのデプロイ（Deploy OVF Template）]の順に選択します。

ステップ 5 [OVFテンプレートの導入（Deploy OVF Template）]ウィンドウの [ソース（Source）]画面で、次のいずれ
かを実行し、OVFソースの場所を選択してから、[次へ（Next）]をクリックします。

• OVFファイルがローカルコンピュータに格納されている場合、その場所を参照し、ファイルを選択
して、[開く（Open）]をクリックします。

• OVFファイルがローカルエリアネットワーク上のサーバ上に保存されている場合は、そのサーバの
IPアドレスまたは完全修飾ドメイン名を含むファイルの場所を入力します。

ステップ 6 [OVFテンプレートの詳細（OVF Template Details）]画面で、詳細情報を確認して [次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 7 [エンドユーザライセンス契約（End User License Agreement）]画面で、ライセンス契約書を読んでから
[同意する（Accept）]をクリックします。

ステップ 8 [名前と場所（Name and Location）]画面で、次の手順を実行します。
a) [名前（Name）]フィールドに、VMの一意の名前を入力します。
b) [インベントリの場所（Inventory Location）]エリアで、VMを配置する場所を選択します。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [ストレージ（Storage）]画面で、VMのストレージの場所を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [ディスクフォーマット（Disk Format）]画面で、[次へ（Next）]をクリックして、デフォルトのオプショ
ンボタン [シックプロビジョニング（Lazy Zeroed）（Thick Provision (Lazy Zeroed)）]形式を受け入れま
す。

ステップ 11 [ネットワークマッピング（NetworkMapping）]画面で、VMのネットワークを選択し、[次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 12 [プロパティ（Properties）]画面で、次の手順を実行します。
a) [BMAルートユーザパスワード（BMARoot Password）]フィールドに、ルートパスワードとして使用
するパスワードを入力します。

b) 次のように、割り当てる NICの両方（eth0および eth1）に IPアドレスを設定します。

• DHCPを使用して IPアドレスを割り当てるには、IPアドレスフィールドをデフォルトの 0.0.0.0
のままにします。
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•静的 IPアドレスを使用するには、IPアドレスフィールドに必要な IPアドレスを入力します。1
つの NICだけを設定する場合は、1つ目の IPアドレスのセットだけを入力して、2つ目のセット
はデフォルトのままにします。

c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [終了準備の完了（Ready to Complete）]画面で、設定を確認し、[終了（Finish）]をクリックします。
Cisco UCS Director Bare Metal Agentが展開されていることを示すメッセージが表示されます。

ステップ 14 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、VMホストを右クリックし、[設定の編集（EditSettings）]を選
択します。

ステップ 15 VMホストに電源をオンにするための十分なリソースがあることを確認してください。
必要なリソースの詳細については、最小システム要件, （4ページ）を参照してください。

ステップ 16 VMの電源をオンにします。

Microsoft Hyper-V への Cisco UCS Director Bare Metal Agent
のインストール

Cisco UCS Director Bare Metal Agentは、Microsoft System Center Virtual Machine Manager
（SCVMM）コンソールでなく、Hyper-V Managerホストに展開することを推奨します。

（注）

はじめる前に

• Microsoft Hyper-Vのシステム管理者権限を持っている必要があります。

• DHCPではなく静的 IPアドレスを使用する場合は、以下の情報が必要です。

◦ IPアドレス

◦サブネットマスク
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◦デフォルトゲートウェイ

ステップ 1 Cisco.comの Cisco UCS Directorダウンロードサイトで Cisco UCS Director Bare Metal Agentをダウンロード
して、*.vhdファイルをフォルダに解凍します。

ステップ 2 Hyper-Vホストにログインします。

ステップ 3 [スタート（Start）] > [管理ツール（Administrative Tools）]を選択して Hyper-V Managerを開きます。

ステップ 4 [Hyper-Vマネージャ(Hyper-V Manager)]ダイアログボックスで [アクション（Action）] > [新しい仮想マシ
ン（New Virtual Machine）]を選択します。

ステップ 5 [始める前に（Before You Begin）]ペインで、[次へ（Next）]をクリックしてカスタム設定オプションを使
用します。

ステップ 6 [名前と場所の指定（Specify Name and Location）]ペインで、仮想マシン（VM）の名前として一意の名前
を [名前（Name）]フィールドに入力します。

ステップ 7 [名前と場所（Name and Location）]ウィンドウで、次の操作を実行します。
a) [仮想マシンを別の場所に格納する（Store the virtual machine in a different location）]チェックボックスを
オンにします。

b) 新しい場所を入力します。
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c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [メモリの割り当て（Assign Memory）]ペインで、この VMに割り当てるメモリの量を入力し（3 GB以
上）、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [ネットワークの構成（ConfigureNetworking）]ペインの [接続（Connection）]フィールドで、[次へ（Next）]
をクリックしてデフォルトの [未接続（Not Connected）]オプションをそのまま使用します。

ステップ 10 [仮想ハードディスクの接続（Connect Virtual Hard Disk）]ペインで [次へ（Next）]をクリックして、デ
フォルトのオプション [仮想ディスクを後で割り当てる（Attach a virtual disk later）]を使用します。

ステップ 11 [仮想マシンの新規作成ウィザードの完了（Completing the NewVirtual MachineWizard）]ペインで設定を確
認し、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 12 左側のペインで、VMホストを右クリックし、[設定の編集（Edit Settings）]を選択します。

ステップ 13 既存のネットワークアダプタを削除し、[適用（Apply）]をクリックします。

ステップ 14 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、[プロセッサ（Processor）]をクリックします。

ステップ 15 [仮想プロセッサの数（Number of virtual processors）]フィールドに 2 vCPUと入力します。

ステップ 16 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、[ハードウェアの追加（Add Hardware）]をクリックします。

ステップ 17 [ハードウェアの追加（Add Hardware）]ペインで、[レガシネットワークアダプター（Legacy Network
Adapter）]を選択し、[OK]をクリックします。

ステップ 18 [レガシネットワークアダプター（Legacy Network Adapter）]ペインの [仮想スイッチ（Virtual Switch）]
ドロップダウンリストで、仮想ネットワークデバイスを選択します。

ステップ 19 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、[IDEコントローラー（IDE Controller）]をクリックします。

ステップ 20 [IDEコントローラー（IDE Controller）]ペインで、[ハードドライブ（Hard Drive）]を選択し、[追加
（Add）]をクリックします。

ステップ 21 .vhdファイルを参照して選択します。

ステップ 22 [適用（Apply）]をクリックして、[OK]をクリックします。

ステップ 23 VMを起動してネットワークプロパティを設定します。
オプションで、Shell Adminからネットワークプロパティを設定できます。

次の作業

Cisco UCS Director Bare Metal Agentが起動したら、DHCPまたはスタティック IPアドレスを設定
します。
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第 4 章

Cisco UCS Director Bare Metal Agent の設定

この章は、次の項で構成されています。

• ベアメタルエージェントアカウントの追加, 15 ページ

• ベアメタルエージェントアカウント用の DHCPサーバの設定, 17 ページ

• PXEネットワーク用のインターフェイスの設定, 19 ページ

• NFSマウントポイントの追加, 19 ページ

ベアメタルエージェントアカウントの追加

はじめる前に

ベアメタルエージェントアカウントを追加する前に、以下を実行します。

•ベアメタルエージェントがインストールされていることを確認します。

•ベアメタルエージェントVMが完全に起動し、VMコンソールが閉じていることを確認しま
す。ベアメタルエージェント VMの IPアドレスが必要です。

•適切な VLANを使用して、単一のまたは別々の PXEネットワークと管理ネットワークの設
定をサポートするために必要な環境をセットアップします。

•必要な DHCPサービスを提供するには、少なくとも 1つの DHCPサービスがベアメタル
エージェントと同じ PXE VLANに存在することを確認し、DHCPサーバを適切な IPアドレ
ス範囲で設定します。

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 3 [ベアメタルエージェントアプライアンスの追加（Add Bare Metal Agent Appliance）]ダイアログボックス
で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

このベアメタルエージェントアカウントに割り当

てる名前。

[アカウント名（Account Name）]フィールド

（オプション）このベアメタルエージェントの説

明。

[説明（Description）]フィールド

設定で PXEサーバ用のネットワークとトラフィッ
クマネージャをホストする管理ネットワークを別々

のネットワークにする場合に、このチェックボック

スをオンにします。

[ベアメタルエージェントは管理トラフィックと
PXEトラフィックに個別のインターフェイスを使用
する（Bare Metal Agent uses different interfaces for
mgmt and PXE traffic）]チェックボックス

ベアメタルエージェントの管理ネットワークに割

り当てられた IPアドレス。設定で管理ネットワー
クと PXEネットワーク用に単一のネットワークを
使用する場合は、この IPアドレスが PXEアドレス
として自動的に割り当てられます。

このアドレスはCiscoUCSDirectorから到
達可能である必要があります。

（注）

[管理/PXEアドレス（Management/PXE Address）]
フィールド

設定で別々のネットワークを使用する場合のベア

メタルエージェント PXEネットワークの IPアドレ
ス。

このフィールドは、[ベアメタルエージェ
ントは管理トラフィックと PXEトラ
フィックに個別のインターフェイスを使

用する（Bare Metal Agent uses Different
Interfaces forManagement and PXETraffic）]
チェックボックスがオンになっている場

合にのみ表示されます。

（注）

[PXEインターフェイスアドレス（PXE Interface
Address）]フィールド

ベアメタルエージェントへのログインに使用でき

る管理権限を持つアカウント。

[ログイン ID（Login ID）]フィールド

アカウントのパスワード。[パスワード（Password）]フィールド

Sambaはベアメタルエージェントにおいて
Windowsオペレーティングシステムをインストー
ルするのに使用されます。Windowsオペレーティン
グシステムをインストールする場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。

[Windows PXE用に Sambaサービスを有効にする
（Enable Samba service forWindows PXE）]チェック
ボックス

Sambaサービスのパスワードを入力します。[Sambaパスワード（Samba Password）]フィールド
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説明名前

Sambaサービスのパスワードを確認します。[Sambaパスワードの確認（Confirm Samba
Password）]フィールド

（オプション）このベアメタルエージェントの場

所（物理的な場所など）。

[ロケーション（Location）]フィールド

このベアメタルエージェントが使用する Cisco
UCSDirectorデータベースに関連付けられた IPアド
レスを選択します。

ベアメタルエージェントをマルチノー

ド展開用に設定する場合は、インベント

リデータベースノードの IPアドレスを
選択します。

（注）

[データベースアドレス（DatabaseAddress）]ドロッ
プダウンリスト

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

DHCPサーバをベアメタルエージェント用に設定します。

ベアメタルエージェントアカウント用の DHCP サーバの
設定

マルチホームDHCP設定の場合は、この手順を使用して、DHCPサーバの最初のサブネットを
設定します。残りのサブネットについては、DHCP設定ファイル（etc/dhcpd.conf）を手
動で編集する必要があります。

（注）

はじめる前に

必要な DHCPサービスを提供するには、少なくとも 1つの DHCPサーバがベアメタルエージェ
ントと同じ PXE VLANに存在することを確認します。DHCPサーバに適切な IPアドレス範囲を
設定します。DHCPサーバはTFTPサーバと組み合わせて、PXEサーバとの通信に使用されます。

ステップ 1 次のクレデンシャルで Cisco UCS Directorサーバにログインします。
a) ユーザ：admin
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b) パスワード：admin

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 3 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 4 DHCPサーバを設定するベアメタルエージェントアカウントの行をクリックします。

ステップ 5 [サービスステータス（Service Status）]をクリックして、ベアメタルエージェントアカウントのサービ
スが停止していることを確認します。

ステップ 6 [DHCPの設定（Configure DHCP）]をクリックします。

ステップ 7 [DHCPの設定（ConfigureDHCP）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力して、[送信（Submit）]
をクリックします。

• DHCPサブネット(DHCP Subnet)

• DHCPネットマスク(DHCP Netmask)

• DHCP開始IP(DHCP Start IP)

• DHCP終了IP(DHCP End IP)

•ルータIPアドレス(Router IP Address)

DHCP IPアドレスの割り当てが更新され、DHCPサービスが再起動されます。

ステップ 8 ベアメタルエージェントアカウントの行をクリックして、[サービスの開始（Start Services）]をクリック
します。

ステップ 9 サービスが開始したら、次の手順を実行します。

• [ステータス（Status）]列のアカウントのステータスがアクティブになっていることを確認します。

• [有効になっているサービス（EnabledServices）]列にすべてのサービスが実行中と表示されているこ
とを確認します。このステータスがいずれかのサービスが停止していることを示している場合は、

DHCPサーバの設定を確認してやり直してみてください。

• [サービスステータス（Service Status）]をクリックして、想定している次のすべてのサービスのス
テータスがオンになっていることを確認します。

◦ベアメタルエージェントアプライアンスのネットワークサービスステータス

◦ベアメタルエージェントアプライアンスからのデータベース接続ステータス

次の作業

PXEブートリクエストをセットアップします。
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PXE ネットワーク用のインターフェイスの設定
ベアメタルエージェントで使用される PXEネットワークの IPアドレスを変更または追加する場
合に使用できます。

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 3 PXEネットワーク用のインターフェイスを設定するベアメタルエージェントアカウントの行をクリック
します。

ステップ 4 [インターフェイスの設定（Configure Interface）]をクリックします。

ステップ 5 [PXEインターフェイスの設定（Configure PXE Interface）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を
入力します。

a) [インターフェイス名（Interface Name）]ドロップダウンリストから、PXEネットワークに使用するイ
ンターフェイスを選択します。

b) PXEネットワークの IPアドレスとサブネットマスクを入力します。
c) [送信（Submit）]をクリックします。

NFS マウントポイントの追加

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 3 PXEサービスリクエストを表示するベアメタルエージェントアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [NFSマウントポイント（NFS Mount Point）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [NFSマウントポイントの追加（Add NFS Mount Point）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [NFSサーバ IPアドレス（NFS Server IP Address）]フィールドに、使用するベアメタルエージェント
の OSイメージを保存する NFSサーバの IPアドレスを入力します。

b) [NFSサーバパス（NFS Server Path）]フィールドに、OSイメージを保存する NFSサーバ上の場所を入
力します。

c) [送信（Submit）]をクリックします。
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NFSマウントポイントを追加すると、NFSサーバの imageRepositoryフォルダ内のすべてのコンテン
ツが /mnt/externalフォルダで使用できるようになります。非Windowsのイメージテンプレートを作
成するときに、このパスを isoExtractor.shファイルに追加します。
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第 5 章

ベアメタルエージェントの管理

この章は、次の項で構成されています。

• デフォルトのベアメタルエージェントアカウントの変更, 21 ページ

• ベアメタルエージェントサービスの開始および停止, 22 ページ

• ベアメタルエージェントのステータスの確認, 22 ページ

• ベアメタルエージェントアカウントの DHCP設定の表示, 23 ページ

• ベアメタルエージェントアカウントに関する DHCPログの表示, 23 ページ

• ベアメタルエージェントアカウントに関するログの表示, 24 ページ

• オペレーティングシステムイメージの表示, 24 ページ

• PXEサービスリクエストの表示, 24 ページ

デフォルトのベアメタルエージェントアカウントの変

更
最初に作成したベアメタルエージェントアカウントがデフォルトのアカウントとして指定され

ます。このアカウントは、従来のワークフローでデフォルトとして使用されます。従来のワーク

フローで別のアカウントを使用するには、そのベアメタルエージェントアカウントをデフォル

トとして指定する必要があります。

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 3 デフォルトとして指定するベアメタルエージェントアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 [デフォルト BMAの設定（Set Default BMA）]をクリックします。
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ベアメタルエージェントサービスの開始および停止

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 3 サービスを開始または停止するベアメタルエージェントアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 次のいずれかをクリックします。

•サービスの開始(Start Services)

•サービスの停止(Stop Services)

ステップ 5 [サービスステータス（Service Status）]をクリックして、[有効になっているサービス（Enabled Services）]
列に表示されたステータスを見て、サービスが想定どおりに開始または停止していることを確認します。

サービスが開始しない場合は、[有効なサービス（Enabled Services）]列に表示されたステータスを確認し
てください。このステータスが、サービスが有効になっていないことを示している場合は、DHCPサーバ
の設定を確認してやり直してみてください。

ベアメタルエージェントのステータスの確認

ステップ 1 メニューバーで [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）] の順に選択します。

ステップ 2 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 3 ステータスを確認するベアメタルエージェントアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 ベアメタルエージェントアカウントのサービスがアクティブか非アクティブかを確認するには、[ステー
タス（Status）]カラムを確認します。

ステップ 5 サービスの状態を確認するには、[サービスステータス（Service Status）]をクリックします。

ステップ 6 SSHベースの接続ステータスを確認するには、[到達可能（Reachable）]列を調べます。
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ベアメタルエージェントアカウントの DHCP 設定の表示

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 3 DHCP設定を表示するベアメタルエージェントアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 [DHCP設定の表示（View DHCP Configuration）]をクリックします。
[DHCP設定の表示（View DHCP Configuration）]オプションにアクセスするには、ボタンバーの端にある
下矢印をクリックする必要があります。

[DHCPサーバ構成の表示（View DHCP Server Configuration）]ウィンドウに、アカウントの DHCPサーバ
コンフィギュレーションファイルの内容が表示されます。

ベアメタルエージェントアカウントに関する DHCP ログ
の表示

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 3 DHCPログを表示するベアメタルエージェントアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 ボタンバーの端にある下矢印をクリックして、[DHCPログの表示（View DHCP Logs）]を選択します。
[Bare Metal Agent DHCPログの表示（View Baremetal Agent DHCP Log）]ウィンドウに、アカウントに関す
る DHCPサーバログの内容が表示されます。
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ベアメタルエージェントアカウントに関するログの表

示

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 3 ログを表示するベアメタルエージェントアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 ボタンバーの端にある下矢印をクリックして、[BMAログの表示（View BMA Logs）]を選択します。
[ベアメタルエージェントログの表示（View BareMetal Agent Logs）]ウィンドウに、アカウントに関する
ログが表示されます。

オペレーティングシステムイメージの表示
作成され、ベアメタルエージェントアカウントに使用可能なオペレーティングシステム（OS）
イメージのリストを表示できます。

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 3 OSイメージを表示するベアメタルエージェントアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [BMA OSリスト（BMA OS List）]タブをクリックします。

PXE サービスリクエストの表示
サービスリクエストが関連付けられているワークフローを介して発行されたPXEリクエストに関
する情報を表示できます。ワークフローを介して発行されなかったPXEリクエストはサービスリ
クエストに関連付けられないため、その詳細を表示することはできません。

それぞれの PXEリクエストに関して提供される情報には以下が含まれます。

•サービスリクエスト ID

•リクエストタイプ

•要求を開始したユーザ
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•要求の作成に使用されたカタログまたはワークフローの名前

•要求を開始したユーザによって入力されたコメント

•要求の時刻

•要求のステータス

•ロールバックタイプ（該当する場合）

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [ベアメタルエージェント（Bare Metal Agent）]タブをクリックします。

ステップ 3 PXEサービスリクエストを表示するベアメタルエージェントアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [PXEサービスリクエスト（PXE Service Requests）]タブをクリックします。
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第 6 章

非 Windows OS イメージの追加

この章は、次の項で構成されています。

• ベアメタルエージェントでの非Windows OSイメージの追加, 27 ページ

• ベアメタルエージェントでの Linux OSイメージの手動による追加, 29 ページ

• ベアメタルエージェントでの VMware vSphere ESXi OSイメージの手動による追加, 30
ページ

ベアメタルエージェントでの非 Windows OS イメージの
追加

この手順では、ベアメタルエージェントで非Windows OSのイメージテンプレートを作成しま
す。OSイメージの PXEブートを要求するには、その前に OSイメージテンプレートを追加する
必要があります。

この手順を使用して、サポートされているWindowsオペレーティングシステムのイメージを
作成することはできません。Windows OSイメージのセットアップ方法については、Windows
OSイメージの追加, （33ページ）を参照してください。

（注）

はじめる前に

ベアメタルエージェント PXEブートリクエストを通してインストールするオペレーティングシ
ステムイメージごとにすべてのリソースと要件を準備する必要があります。

ステップ 1 次の場所のいずれかに OSイメージをコピーします。

•ベアメタルエージェントディレクトリ構造内の適当な場所
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•ベアメタルエージェントに追加した NFSマウントポイント

ステップ 2 /opt/infraに移動して、isoExtractor.shを実行します。

例：

次のサンプル isoExtractor.shファイルは、ベアメタルエージェントディレクトリ構造内の OSイメージの
シナリオを示しています。イメージパスフィールドに、/opt/image/フォルダ内の VMwareイメージ
の場所が入力されています。

NFSマウントポイントを追加した場合は、イメージパスフィールドに /mnt/externalフォルダ内のイ
メージの場所が入力されます。たとえば、NFSマウントポイント内の CentOSフォルダに配置された
CentOSイメージを作成する場合は、イメージパスフィールドに/mnt/external/CentOS/image.iso
が入力されます。

root@localhost infra]# pwd
/opt/infra
root@localhost infra]# ./isoExtractor.sh

Please select the OS Type

1) ESXi 4.1
2) ESXi 5.0
3) ESXi 5.1
4) ESXi 5.5
5) ESXi 6.0
6) ESXi 5.5 VSAN
7) ESXi 6.0 VSAN
8) CentOS or RHEL [Pre 7.0]
9) CentOS 7.x or RHEL 7.x
10) SUSE Linux
11) Other

SELECT> 4
Image path : /opt/image/VMWare-VMvisor-Installer-5.5.0-1111111.x86_64.iso

OS catalog name : BMA-184-ESXi5.5
Input file being used: /opt/images/VMware-VMvisor-Installer-5.5.0-1111111.x86_64.iso
OS catalog name being used: BMA-184-ESXi5.5
Mounting the image....
Preparing the image....
Creating catalog directory /opt/cnsaroot/templates/BMA-184-ESXi5.5
Creating configuration files for ESXi 5.5 ...
Copied the image and created the configuration files...
is /opt/cnsaroot/images/
BMA-184-ESXi5.5 centos60-small
is /opt/cnsaroot/templates/
BMA-184-ESXi5.5 CentOS60 Win2k12R2x64 Win2k12x64 Win2k8R2x64
is /opt/cnsaroot/templates/BMA-184-ESXi5.5
boot.cfg ks.cfg pxe.cfg
[root@localhost infra]#

ステップ 3 画面の指示に従って、イメージカテゴリを選択し、イメージの場所とカタログ名を指定します。

ステップ 4 スクリプトの実行が完了したら、/opt/cnsaroot/images/catalognameに移動して、イメージがそ
の場所に存在することを確認します。

ステップ 5 /opt/cnsaroot/templates/catalognameに移動して、PXE設定テンプレートがその場所に存在す
ることを確認します。

ステップ 6 OSイメージが作成されたことを確認するには、以下の手順を実行します。
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a) Cisco UCS Directorで、[物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
b) 左側のペインで、ベアメタルエージェントを含むポッドに移動します。
c) 右側のペインで、[PXEブート要求（PXE Boot Requests）]タブをクリックします。
d) [PXEブートリクエストの追加（Add PXE Boot Request）]をクリックして、OSイメージが [OSタイプ
（OS Type）]ドロップダウンリストに含まれていることを確認します。

ベアメタルエージェントでの Linux OS イメージの手動
による追加

ステップ 1 ベアメタルエージェント VMの /opt/cnsaroot/imagesディレクトリにオペレーティングシステム
イメージ用のディレクトリを作成します。
mkdir /opt/cnsaroot/images/image_name

このディレクトリは、PXEインストールに必要なオペレーティングシステムイメージファイルを保存す
るために使用されます。

このディレクトリ名が PXEブートセットアップタスクの [OSタイプ（OS Type）]ドロップダ
ウンリストに表示されます。イメージに格納されているオペレーティングシステムが識別しや

すいディレクトリ名にすることをお勧めします。たとえば、ディレクトリにRHEL6.2やCentOS5
などの名前を付けることをお勧めします。

（注）

ステップ 2 ステップ 1でベアメタルエージェントVMの /opt/cnsaroot/templatesディレクトリに作成したも
のと同じ名前でオペレーティングシステムイメージ用のディレクトリを作成します。
mkdir /opt/csnaroot/templates/new_image_name

このディレクトリは、オペレーティングシステムイメージのKickstartおよび PXE設定テンプレートファ
イルを保存するために使用されます。

ステップ 3 ベアメタルエージェントVMの/tmpディレクトリに、必要なオペレーティングシステム用の.isoファ
イルをコピーします。

ステップ 4 .isoファイルを isoディレクトリにマウントします。
mount –o loop /tmp/.iso_file/mnt/iso

ステップ 5 ステップ 1で作成した /opt/cnsaroot/images/image_nameディレクトリに .isoファイルの内容全
体をコピーします。
cp –R /mnt/iso/* /opt/cnsaroot/images/image_name

.isoファイルの内容全体を再帰的にコピーする cp -Rコマンドを使用してください。このコマ
ンドは、基礎となるディレクトリとその内容もコピーします。

（注）

ステップ 6 コピー操作が完了したら、.isoファイルをアンマウントします。
umount /mnt/iso
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ステップ 7 オペレーティングシステムイメージが複数の .isoファイルで構成されている場合は、すべての .iso
ファイルの内容が/opt/cnsaroot/images/image_nameディレクトリにコピーされるまで、.isoファ
イルごとにステップ 5、6、および 7を繰り返します。

ステップ 8 ステップ 2で作成した /opt/cnsaroot/templates/image_nameディレクトリに ks.cfgファイルと
pxe.cfgファイルを作成します。

touch /opt/cnsaroot/templates/image_name/ks.cfg
touch /opt/cnsaroot/templates/image_name/pxe.cfg

ステップ 9 ks.cfgファイルと pxe.cfgファイルに必要な設定情報を追加します。
サンプル ks.cfgファイルおよび pxe.cfgファイルとこれらのファイルに関する情報については、サン
プルオペレーティングシステム設定テンプレートファイル, （79ページ）を参照してください。

ステップ 10 このオペレーティングシステムイメージ用の /var/www/htmlディレクトリにソフトリンクを作成しま
す。
ln –s /opt/cnsaroot/images/image_name/var/www/html/

ステップ 11 （任意） 必要に応じて、次のように、オペレーティングシステムイメージ用の initrd.imgファイル
と vmlinuzファイルを更新します。

a) /opt/cnsaroot/images/image_nameディレクトリから /opt/cnsaroot/ディレクトリに
initrd.imgファイルと vmlinuzファイルをコピーします。

b) この場所にある現在のファイルを上書きします。

ステップ 12 Cisco UCS Directorで、PXEブートセットアップタスクの [OSタイプ（OS Type）]ドロップダウンリス
トからオペレーティングシステムイメージを選択できることを確認します。

2分間またはベアメタルエージェント同期頻度用に設定された時間だけ待機します。デフォルトでは、
ベアメタルエージェントは 2分ごとにCiscoUCSDirectorと同期されます。この頻度は、ベアメタルエー
ジェント VMの /opt/infraにある service.properties.templateファイル内の bma.sync.frequencyプロパ
ティを使用して変更できます。

ベアメタルエージェントでの VMware vSphere ESXi OS
イメージの手動による追加

ステップ 1 ベアメタルエージェント VMの /opt/cnsarootディレクトリにオペレーティングシステムイメージ
データ用のディレクトリを作成します。
mkdir /opt/cnsaroot/images

このディレクトリは、PXEインストールに必要なオペレーティングシステムイメージファイルを保存す
るために使用されます。
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このディレクトリ名が PXEブートセットアップタスクの [OSタイプ（OS Type）]ドロップダ
ウンリストに表示されます。格納されているイメージのオペレーティングシステムが識別しや

すいディレクトリ名にすることをお勧めします。たとえば、ディレクトリにESXi5.0-update1
や ESXi5.1などの名前を付けることをお勧めします。

（注）

ステップ 2 ステップ 1でベアメタルエージェントVMの /opt/cnsaroot/templatesディレクトリに作成したも
のと同じ名前でオペレーティングシステムイメージ用のディレクトリを作成します。
mkdir /opt/csnaroot/templates/new_image_name

このディレクトリは、オペレーティングシステムイメージのKickstartおよび PXE設定テンプレートファ
イルを保存するために使用されます。

ステップ 3 ベアメタルエージェントVMの/tmpディレクトリに、必要なオペレーティングシステム用の.isoファ
イルをコピーします。

ステップ 4 .isoファイルを isoディレクトリにマウントします。
mount –o loop /tmp/.iso_file/mnt/iso

ステップ 5 ステップ 1で作成した /opt/cnsaroot/image_nameディレクトリに .isoファイルの内容全体をコ
ピーします。
cp –R /mnt/iso/* /opt/cnsaroot/image_name

.isoファイルの内容全体を再帰的にコピーする cp -Rコマンドを使用してください。このコマ
ンドは、基礎となるディレクトリとその内容もコピーします。

（注）

ステップ 6 コピー操作が完了したら、.isoファイルをアンマウントします。
umount /mnt/iso

ステップ 7 オペレーティングシステムイメージが複数の .isoファイルで構成されている場合は、すべての .iso
ファイルの内容が /opt/cnsaroot/image_nameディレクトリにコピーされるまで、.isoファイルご
とにステップ 5、6、および 7を繰り返します。

ステップ 8 ステップ 2で作成した /opt/cnsaroot/templates/image_nameディレクトリに ks.cfgファイルと
pxe.cfgファイルを作成します。

touch /opt/cnsaroot/templates/image_name/ks.cfg
touch /opt/cnsaroot/templates/image_name/pxe.cfg

ステップ 9 ks.cfgファイルと pxe.cfgファイルに必要な設定情報を追加します。
サンプル ks.cfgファイルおよび pxe.cfgファイルとこれらのファイルに関する情報については、サン
プルオペレーティングシステム設定テンプレートファイル, （79ページ）を参照してください。

ステップ 10 /opt/cnsaroot/image_nameディレクトリから /opt/cnsaroot/templates/image_nameディレ
クトリに boot.cfgにファイルをコピーします。

cd /opt/cnsaroot/templates/image_name/
cp /opt/cnsaroot/image_name/boot.cfg ./

ステップ 11 次のように、/opt/cnsaroot/templates/image_nameディレクトリの boot.cfgファイルを編集し
ます。

a) title=行の後ろに、prefix=/image_name/行を追加します。
b) kernelopt=runweasel行の末尾に pxebooting ks=$PXE_KS_URLを付加します。
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c) boot.cfgファイルに含まれているすべてのモジュールから先行する /を除去します。
d) 編集したファイルを保存します。

ステップ 12 Cisco UCS Directorで、PXEブートセットアップタスクの [OSタイプ（OS Type）]ドロップダウンリス
トからオペレーティングシステムイメージを選択できることを確認します。

2分間またはベアメタルエージェント同期頻度用に設定された時間だけ待機します。デフォルトでは、
ベアメタルエージェントは 2分ごとにCiscoUCSDirectorと同期されます。この頻度は、ベアメタルエー
ジェント VMの /opt/infraにある service.properties.templateファイル内の bma.sync.frequencyプロパ
ティを使用して変更できます。
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第 7 章

Windows OS イメージの追加

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Director Bare Metal Agent用のWindowsオペレーティングシステムイメージ, 33
ページ

• Windowsオペレーティングシステムイメージに関するガイドラインおよび制約事項, 34
ページ

• Windows Server 2008 R2 x64オペレーティングシステムイメージ, 35 ページ

• Windows Server 2012 x64および 2012 R2 x64オペレーティングシステムイメージ, 42 ペー
ジ

Cisco UCS Director Bare Metal Agent用の Windows オペレー
ティングシステムイメージ

Cisco UCS Director Bare Metal Agent（ベアメタルエージェント）は、次のWindowsオペレーティ
ングシステム（OS）イメージとそれらに必要な応答ファイルの自動作成をサポートしています。

• Windows Server 2008 R2 x64

• Windows Server 2012 x64

• Windows Server 2012 R2 x64

3つの OSイメージすべてをベアメタルエージェントで設定できます。ただし、1つのベアメ
タルエージェントでは、Windows OSの複数のバージョンを同時にプロビジョニングすることは
できません。たとえば、Windows Server 2012 R2を搭載した複数のサーバを 1つのベアメタル
エージェントで同時にプロビジョニングすることはできますが、同じベアメタルエージェント

でWindows Server 2008 R2とWindows 2012 R2の両方を同時にプロビジョニングすることはでき
ません。

ローカルブートと SANブートに対して同じ応答ファイルを使用できます。
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Windows OSイメージのセットアップ手順は、オペレーティングシステムによって異なります。
必ず、セットアップするOSイメージに適した手順を使用してください。「Windowsオペレーティ
ングシステムイメージの追加」の章を参照してください。

ベアメタルエージェントを Cisco UCS Directorに追加して、インベントリを実行した後、Cisco
UCS DirectorにはWindowsイメージがデフォルトで追加されているかのように表示されます。し
かし、Windowsイメージは追加されていません。Windowsイメージを手動でインストールします。

Windows オペレーティングシステムイメージに関する
ガイドラインおよび制約事項

Windows Server OSイメージをセットアップし、プロビジョニングするときは、次のガイドライン
と制約事項を考慮してください。

厳密な命名規則に従うこと

WindowsOSイメージ用のファイルを設定する場合は、厳密な命名規則に従う必要があります。パ
スとファイル名は大文字と小文字が区別されます。

命名を誤ると、ベアメタルエージェントデータインフラストラクチャ全体で名前を変更する

必要があります。

（注）

ファイル名、ドライブ文字、およびその他の情報はすべてのファイルで一致すること

自動生成された応答ファイルを使用する場合は、ベアメタルエージェントがファイル名、ドラ

イブ文字、およびその他の情報が一致することを保証します。

ただし、応答ファイルを手動で編集した場合は、WinPE.wim内のドライブ文字と応答ファイル内
のドライブ文字が一致することを保証する必要があります。この設定により、応答ファイル設定

オプションを使用して、特定の場所からWindowsをインストールするように WinPE.wimが定義
されます。静的な名前、パス、IPアドレス、ドライブ文字、応答ファイル名、およびユーザ名資
格情報が正しい必要があります。

ファイル名とフォルダ名は大文字と小文字が区別されます。WinPE.wimの名前はブート構成デー
タ（BCD）ストア内のエントリと正確に一致する必要があります。

SAN ブートに単一パスのワークフローを使用すること

Windowsインストールがマルチパス SANブートをサポートしていないため、SANブートを実
現するには単一パスのワークフローを使用する必要があります。

警告
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Windows Server 2008 R2 x64 オペレーティングシステムイ
メージ

Windows Server 2008 R2 x64 OS（Windows 2008 OS）は、PXEブートおよびインストール操作をサ
ポートしています。ベアメタルプロビジョニングワークフローでこのOSイメージを使用できま
す。

Windows Server 2008 R2 x64 オペレーティングシステムイメージのセッ
トアップに関する前提条件

Windows Server 2008 R2 x64 OSイメージのセットアップに必要な環境とファイルをインストール
してセットアップするには、最初に、以下をダウンロードする必要があります。

• Windows自動インストールキット（AIK、WAIKとも呼ばれる）。http://www.microsoft.com/
en-us/download/details.aspx?id=5188を参照してください。このWebサイトでは、カスタマイ
ズされたWinPEを生成することができます。また、最も基本的な形式の応答ファイルテン
プレートも提供されます。

• Windows Server 2008 R2 x64 ISOバージョン。

Windows OSイメージの設定時にWindows応答ファイルを手動で作成する必要はありません。
ベアメタルエージェントは、PXEブート要求の作成時に指定された情報に基づいて、PXE
ブートリクエストをサポートするために必要なWindows応答ファイルを作成します。

（注）

ベアメタルエージェント VMの /opt/cnsaroot/BootディレクトリにWindows 2008オペレー
ティングシステムイメージをインストールする前に、次の前提条件をインストールしてセット

アップする必要があります。

•カスタマイズされたWindowsプレインストール環境（WinPE）

•ブート構成データ（BCD）ファイル

• Windowsインストールファイル（ISOから抽出したファイル）

Standard、Enterprise、Datacenter、Webなどのすべてのエディションを含む ISOダウンロード
ファイルを使用することをお勧めします。多くの場合、StandardとDatacenter以外のエディショ
ンは削除してかまいません。

ヒント

システムイメージの準備ができたら、以下の手順を実行する必要があります。

• WinPEをセットアップして、PXEブート用のNetwork Service Agentサーバにサポートファイ
ルをコピーします。
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•サーバパスにWindowsインストールファイルをコピーします。

カスタマイズされた WinPE の作成
Windows 2008 R2 x64用のWindowsプレインストール環境（WinPE）を作成して、カスタマイズ
する必要があります。初期WinPEには、Windows OSでサポートされるカーネルと既定のデバイ
スドライバをロードするために必要な最小ブートイメージが含まれています。ほとんどのサーバ

に、インストール中にWindowsでディスクが検出できるようにするストレージコントローラド
ライバなどの追加のドライバが必要です。これらのドライバをWinPE.wimに追加する必要があり
ます。

WAIKツールと一緒にインストールされる展開イメージのサービスと管理（DISM.exe）を使用
して、ドライバをWinPEに追加します。関連するDISMコマンドを実行する前に、必要なドライ
バをダウンロードしてください。

次の手順には、参考としてのサンプルデータが含まれています。このサンプルデータはご使

用のアプリケーションで機能しない場合があります。DISM.exe経由でWinPEにドライバを
追加する方法については、Microsoftから提供されているマニュアルを参照してください。

重要

はじめる前に

Windows Server 2008 R2 x64オペレーティングシステムイメージのセットアップに関する前提条
件 , （35ページ）に記載の前提条件を満たす必要があります。

以下をダウンロードします。

• Windows 2008 R2 x64専用のWindows自動インストールキット（WAIK）。

• WinPE.wimに追加するために必要なドライバ。

ステップ 1 ドライバをフォルダの場所からWinPEイメージに追加します。
追加するドライバへのパスがわかっている場合は、次の DISM.exeコマンドを使用します。

DISM.exe /mount-wim /wimfile:c:\win2k8r2x64\WinPE.wim /index:1/mountdir:c:\win2k8r2x64\mount
DISM.exe /image:c:\win2k8r2x64\mount /Add-Driver /driver:C:\test\drivers\1.inf
/driver:C:\test\drivers\2.inf /driver:C:\test\drivers\3.inf

追加するドライバへのパスが不明で、すべてのサブフォルダを照会する必要がある場合は、次のDISM.exe
コマンドを使用します。

DISM.exe /image:c:\win2k8r2x64\mount /Add-Driver /driver:C:\test\drivers
/Recurse
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ステップ 2 イメージをアンマウントして、変更をコミットします。

DISM.exe /unmount-wim /mountdir:c:\win2k8r2x64\mount /commit

すべてのドライバの追加が完了すると、イメージの準備完了です。

次の作業

ブート構成パラメータを保持するブート構成データ（BCD）ストアを作成します。

ブート構成データファイルの作成

ブート構成データ（BCD）ファイルには、ブート構成パラメータが含まれています。このファイ
ルは、Windowsでのオペレーティングシステムの起動方法を制御し、PXEサーバから基本カーネ
ル（WinPE.wim）をロードするために使用されます。BCDファイルを作成する必要はありませ
ん。ベアメタルエージェントが BCDファイルに使用可能なデフォルトのパスを設定します。基
本設定を変更しなかった場合、BCDファイルを任意のバージョンのWindowsOSで使用できます。

既定で、BCDファイルは /Boot/WinPE.wimファイルと boot.sdiファイルを指します。これ
らのファイル名は大文字と小文字が区別されます。

ベアメタルエージェント設定では標準名のセットを使用することをお勧めします。フォルダ

名は Bootにする必要があります。winpeファイル名はWinPE.wimにする必要があります。
boot.sdiなどの対応するファイル名を使用します。作成されたBCDファイルは大文字であり、
ファイル拡張子は付きません。ベアメタルエージェントは、/opt/cnsaroot/BootにBCD
ファイルを配置します。このファイルに /opt/cnsaroot/Boot/WinPE.wimを指すデフォ
ルトのパスが含まれています。

（注）

ステップ 1 bcdedit.exeコマンドを含むディレクトリに移動して、次のコマンドシーケンスを実行し、BCDファイル
を作成します。

bcdedit.exeコマンドは、通常、Windowsオペレーティングシステムのルートディレクトリ
（c:\windows\system32）で見つけることができます。

ステップ 2 bcdedit.exe /createstore BCD

ステップ 3 bcdedit.exe /store BCD /create {ramdiskoptions} /d "Ramdisk options"

ステップ 4 bcdedit.exe /store BCD /set {ramdiskoptions} ramdisksdidevice boot

ステップ 5 bcdedit.exe /store BCD /set {ramdiskoptions} ramdisksdipath \Boot\boot.sdi

ステップ 6 bcdedit.exe /store BCD /create /d "My WinPE Boot Image"/application osloader
この時点で、GUIDが表示されます。次のステップの {a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}をシステ

ムの GUIDに置き換えてください。

Cisco UCS Director Bare Metal Agent リリース 6.0 インストールおよびコンフィギュレーションガイド

37

Windows OS イメージの追加
ブート構成データファイルの作成



ステップ 7 bcdedit.exe /store BCD /set{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}systemroot \Windows

ステップ 8 bcdedit.exe /store BCD /set{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}detecthal Yes

ステップ 9 bcdedit.exe /store BCD /set{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7} winpe Yes

ステップ 10 bcdedit.exe /store BCD /set{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}osdevice
ramdisk=[boot]\Boot\WinPE.wim,{ramdiskoptions}

ステップ 11 bcdedit.exe /store BCD /set{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}device
ramdisk=[boot]\Boot\WinPE.wim,{ramdiskoptions}

ステップ 12 bcdedit.exe /store BCD /create {bootmgr} /d "Windows 2008r2 BootManager"

ステップ 13 bcdedit.exe /store BCD /set {bootmgr} timeout 30

ステップ 14 bcdedit.exe /store BCD /displayorder{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}

ステップ 15 設定名が正しいことを確認するには、bcdedit.exe /store BCD /enum allコマンドを使用します。

次の作業

ISOバージョンから展開されたWindowsインストールファイルの正しいダウンロードバージョン
が使用されていることを確認します。

Windows インストールファイルのバージョンの確認
WindowsインストールファイルのWindows 2008 ISOバージョンを使用して、応答ファイルテン
プレートをセットアップします。このバージョンのWindowsインストールファイルは、Windows
2008 OSのすべてのエディションに対応しています。これを使用しない場合、Windows AIKツー
ルを使用して応答ファイル全体を作成する必要があります。これは、複雑で労力のかかる作業で

す。

はじめる前に

Windows 2008 R2 OSの ISOバージョンをインストールします。

ISOバージョンの展開後に次の .CLGファイルが SOURCEフォルダに存在することを確認して、正しい
（ISO）バージョンのWindowsインストールファイルが使用されていることを確認します。

• install_Windows Server 2008 R2 SERVERDATACENTER.clg

• install_Windows Server 2008 R2 SERVERDATACENTERCORE.clg

• install_Windows Server 2008 R2 SERVERENTERPRISE.clg

• install_Windows Server 2008 R2 SERVERENTERPRISECORE.clg

• install_Windows Server 2008 R2 SERVERSTANDARD.clg

• install_Windows Server 2008 R2 SERVERSTANDARDCORE.clg

• install_Windows Server 2008 R2 SERVERDATAWEB.clg
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• install_Windows Server 2008 R2 SERVERDATAWEBCORE.clg

次の作業

WinPE.wimファイルが startnet.cmdファイル内のベアメタルエージェント IPアドレスを指
していない場合は、WinPE.wimファイルおよび PXEブートファイルのカスタマイズとコピー, （
39ページ）の説明に従って WinPE.wimファイルを編集する必要があります。

WinPE.wim ファイルおよび PXE ブートファイルのカスタマイズとコ
ピー

ステップ 1 WinPE.wimをフォルダにマウントします。

ステップ 2 正しいベアメタルエージェント IPアドレスが含まれるように WinPE.wimを編集します。
次の例を参照してください。ファイル名は異なる可能性があります。

DISM.exe /mount-wim /wimfile:c:\win2k8r2x64\WinPE.wim /index:1
/mountdir:c:\win2k8r2x64\mount

ステップ 3 WinPE.wimで、必要な PowerShellパッケージを追加してから、各コマンド内のパスを環境に適切なマウ
ントポイントと ADKインストールパスを使用して各コマンド内のパスを編集します。

次に示す Powershellパッケージファイルは参考用です。WinPE.wimに追加する必要がある
PowerShellパッケージとファイルの名前は、WindowsのバージョンとWinPE.wimによって異な
ります。追加する必要のある PowerShellパッケージを特定するには、MicrosoftのWebサイトの
コンプライアンスレポートを参照してください。PowerShellに必要なパッケージを追加するコ
マンドについては、『WinPE: Adding PowerShell support to Windows PE Technet Page』を参照して
ください。

（注）

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-WMI.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-WMI_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-NetFX.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-NetFX_en-us.cab"
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Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-Scripting.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-Scripting_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-PowerShell.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-PowerShell_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-StorageWMI.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-StorageWMI_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-DismCmdlets.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k8r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-DismCmdlets_en-us.cab"

ステップ 4 マウントフォルダ（上のコード例では c:\win2k8r2x64\mount）に移動して、マウントフォルダ内の
データが表示できることを確認します。

ステップ 5 マウントフォルダ内の \windows\system32に移動して、次の手順を実行します。

a) startnet.cmdを編集します。
b) 次のエントリをここに示す順にファイルに貼り付け、使用している環境に合わせて IPアドレスとその
他の詳細を更新します。

wpeinit
wpeutil.exe InitializeNetwork
wpeutil.exe disablefirewall
ECHO OFF
net use R: \\Baremetal_Agent_PXE_IP_Address\bits /user:user_id password
ECHO ON
R:
Powershell.exe -NonInteractive -NoLogo -ExecutionPolicy bypass -command R:\enroute.ps1
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（注） •ドライバのインストールに失敗した場合は、drvloadコマンドを使用します。たとえば、
startnet.cmdファイルに次の行を含め、fnicドライバをインストールします。

drvload <ipaddress of share>:\\<the_fnic.inf>

ドライバのインストール時に問題が発生した場合にのみ、drvloadコマンドを使用してくだ
さい。それ以外の場合は、標準的なプロセスに従って、WinPEにドライバを挿入してくだ
さい。

•ベアメタルエージェント IPアドレスをポイントするように、すべてのエントリ内の IPア
ドレスを変更してください。

•すべてのドライブ文字参照（R:ドライブへの参照など）が startnet.cmdファイルと
Windows応答ファイルの両方で一致する必要があります。デフォルトでは、ベアメタル
エージェントのドライブ文字割り当ては R:に設定されています。

ステップ 6 startnet.cmdファイルを保存します。

ステップ 7 次のように、マウントフォルダからベアメタルエージェントVMに、PXEブートをサポートするすべて
のファイルをコピーします。

a) Windows\Boot\PXEからベアメタルエージェント VMの /opt/cnsaroot/Bootディレクトリに
すべてのファイルをコピーして、pxeboot.n12を startrom.0に名前変更します。

b) 前に作成した BCDファイルをベアメタルエージェントVMの /opt/cnsaroot/Bootディレクトリ
にコピーします。

c) Windows\Boot\EFIからベアメタルエージェント VMの opt/cnsaroot/Bootディレクトリに
フォルダのみをコピーします。

d) Windows\Boot\Fontsからベアメタルエージェント VMの /Boot/Fonts/ディレクトリに
wgl4_boot.ttfをコピーします。

e) ベアメタルエージェント VMの /Bootディレクトリに boot.sdiをコピーします。
f) ベアメタルエージェント VMの opt/cnsarootディレクトリに名前を変更した startrom.0と

bootmgr.exeをコピーします。

ステップ 8 startnet.cmdが正しく更新されていることを確認したら、DISMUnmountコマンドを使用してWinPE.wim
をアンマウントし、/commitオプションを使用して、変更した startnet.cmdファイルを保存します。

DISM.exe /Unmount-Wim /Mountdir:c:\win2k8r2x64\mount /commit

WinPE.wimをアンマウントするときに、マウント済みのディレクトリに配置されたファイルを開
いたままにしないでください。ファイルが開いていると、アンマウントプロセスが失敗する場合

があります。

注意

ステップ 9 ベアメタルエージェント VMの opt/cnsaroot/Bootディレクトリに WinPE.wimをコピーします。

次の作業

Windowsインストールファイルをサーバのフォルダパスにコピーします。
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Windows インストールファイルのサーバフォルダパスへのコピー

はじめる前に

以下を準備する必要があります。

•ベアメタルエージェントVMの opt/cnsaroot/Bootディレクトリにカスタマイズされた
WinPE.wimファイルと PXEブートファイル。

•ベアメタルエージェントVMのopt/cnsaroot/Bootディレクトリに設定済みのBCDファ
イル。

• Windowsインストールファイル（ISOバージョン）

• /samba/Win2k8R2x64フォルダに展開した ISOからの setup.exeファイル

•ベアメタルエージェントディレクトリ、完成した .cfgファイルと .remapファイル

ステップ 1 ダウンロードして検証済みの ISOを展開します。

ステップ 2 ダウンロードした ISOからベアメタルエージェントVMの /samba/Win2k8R2x64ディレクトリにフォ
ルダとファイルをコピーします。

フォルダパス、ファイル名、またはフォルダ名を変更しないでくださ

い。

（注）

ステップ 3 /samba/notifications/notify.ps1ファイルを開き、そのファイル内の IPアドレスがベアメタル
エージェントの PXE IPアドレスと一致することを確認します。

Windows Server 2012 x64 および 2012 R2 x64 オペレーティ
ングシステムイメージ

Cisco UCS Director Bare Metal Agentは、Windows 2012 x64または 2012 R2 x64 OSイメージの PXE
ブートおよびインストール操作とベアメタルプロビジョニングワークフローで使用される PXE
ブートタスクをサポートしています。

Windows 2012および 2012 R2の両方をサポートする必要がある場合は、イメージセットアッ
ププロセスを OSごとに 1回ずつの計 2回実行する必要があります。複数のWindows OSバー
ジョンをサポートする単一のWinPEファイルをセットアップすることもできますが、OSごと
に別々の WinPEファイルをセットアップすることをお勧めします。

（注）
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Windows Server 2012 x64 および 2012 R2 x64 オペレーティングシステム
イメージのセットアップに関する前提条件

ベアメタルエージェント VMの /opt/cnsaroot/BootディレクトリにWindows 2012または
2012 R2 OSイメージをインストールするには、次の前提条件をインストールしてセットアップす
る必要があります。

• Windowsアセスメント &デプロイメントキット（WinPE.wimファイルとのWindowsバー
ジョンの互換性によってはWindows ADKバージョン 8.0以降を推奨）

•カスタマイズされたWindowsプレインストール環境（WinPE.wim）と PXEサポートファイ
ル

•ブート構成データ（BCD）ファイル

• Windowsインストールファイル（ISOから抽出したファイル）

Windows OSイメージの設定時にWindows応答ファイルを手動で作成する必要はありません。
ベアメタルエージェントは、PXEブート要求の作成時に指定された情報に基づいて、PXE
ブートリクエストをサポートするために必要なWindows応答ファイルを作成します。

（注）

イメージをインストールしてセットアップするには、以下をダウンロードします。

• Windows Server 2012とWindows Server 2012 R2をサポートするWindowsアセスメント &デ
プロイメントキット。詳細については、http://technet.microsoft.com/en-us/library/dn613859.aspx
を参照してください。

• Windows Server 2012 x64または 2012 R2 x64（Standard Editionと Datacenter Editionが必要）。

Standard、Enterprise、Datacenter、およびWebのすべてのエディションを含む ISOダウンロー
ドファイルを使用することをお勧めします。多くの場合、StandardとDatacenter以外のエディ
ションは削除してかまいません。

ヒント

システムイメージの準備ができたら、次の追加の手順を実行します。

• WinPEをセットアップして、PXEブート用のNetwork Service Agentサーバにサポートファイ
ルをコピーします。

•サーバパスにWindowsインストールファイルをコピーします。
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Windows 2012 用のカスタム WinPE ファイルの作成と PXE サポートファ
イルのコピー

/opt/cnsaroot/Bootフォルダは固定で、ベアメタルエージェントごとに 1つずつのブー
トフォルダを割り当てることができます。

（注）

はじめる前に

Windows Server 2012 x64および 2012 R2 x64オペレーティングシステムイメージのセットアップ
に関する前提条件, （43ページ）に記載の前提条件を満たす必要があります。

ステップ 1 Windows 2012をサポートしているバージョンのADKをダウンロードして、Windows Server 2012マシンに
インストールします。

ダウンロードに含める機能を指定するときに、Windows PEと展開ツールを含める必要がありま
す。

（注）

ステップ 2 ADKツールでWindowsのプレインストール環境フォルダに移動して、copype.cmdを実行し、WinPEに必
要なファイルを作成します。

Copype.cmd amd64 C:\WinPE_amd64

ターゲットディレクトリに WinPE.wimファイルが含まれています。最新の ADKバージョンでは、
boot.vimファイルが作成されます。これは、WinPE.wimに名前を変更する必要があります。

ステップ 3 ADKツールがインストールされたWindowsマシンで、ディレクトリを作成します。/opt/cnsaroot/Boot
から作成したディレクトリに WinPE.wimファイルをコピーします。

ステップ 4 コマンドラインで、ADKのインストールフォルダに移動します。

ステップ 5 ドライバをフォルダの場所からWinPEイメージに追加します。
追加するドライバへのパスがわかっている場合は、次の DISM.exeコマンドを使用します。

// The DISM.exe command mounts the WinPE to a folder.
// In this example, the c:\win2k12x64 directory and the \mount subdirectory have been created before
running the command.
DISM.exe /mount-wim /wimfile:c:\win2k12x64\WinPE.wim /index:1 /mountdir:c:\win2k12x64\mount

// To add individual driver files to WinPE image, use the following format.
DISM.exe /image:c:\win2k12x64\mount /Add-Driver /driver:C:\test\drivers\1.inf
/driver:C:\test\drivers\2.inf /driver:C:\test\drivers\3.inf

追加するドライバへのパスが不明で、すべてのサブフォルダを照会する必要がある場合は、次のDISM.exe
コマンドを使用します。

// The DISM.exe command mounts the WinPE to a folder.
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// In this example, the c:\win2k12x64 directory and the \mount subdirectory have been created before
running the command.
DISM.exe /mount-wim /wimfile:c:\win2k12x64\WinPE.wim /index:1 /mountdir:c:\win2k12x64\mount

// To add individual driver files to WinPE image, use the following format.
DISM.exe /image:c:\win2k12x64\mount /Add-Driver /driver:c:\test\drivers /Recurse

ステップ 6 WinPE.wimをフォルダにマウントします。

ステップ 7 WinPE.wimで、必要な PowerShellパッケージを追加してから、各コマンド内のパスを環境に適切なマウ
ントポイントと ADKインストールパスを使用して各コマンド内のパスを編集します。

WinPE.wimに追加する必要があるPowerShellパッケージとファイルの名前は、Windowsのバー
ジョンと WinPE.wimによって異なります。追加する必要のある PowerShellパッケージを特定
するには、MicrosoftのWebサイトのコンプライアンスレポートを参照してください。PowerShell
に必要なパッケージを追加するコマンドについては、『WinPE: Adding PowerShell support to
Windows PE Technet Page』を参照してください。次に示す PowerShellパッケージは参照用で、
WindowsやWinPE.wimのバージョンによって異なります。

（注）

\\ Sample PowerShell package files.
\\ The PowerShell packages and file names that you need to add to WinPE.wim vary depending on the
version of Windows and WinPE.wim.

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-WMI.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-WMI_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-NetFX.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-NetFX_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-Scripting.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-Scripting_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-PowerShell.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation

Cisco UCS Director Bare Metal Agent リリース 6.0 インストールおよびコンフィギュレーションガイド

45

Windows OS イメージの追加
Windows 2012 用のカスタム WinPE ファイルの作成と PXE サポートファイルのコピー

https://technet.microsoft.com/en-us/library/dn605289.aspx
https://technet.microsoft.com/en-us/library/dn605289.aspx


Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-PowerShell_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-StorageWMI.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-StorageWMI_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-DismCmdlets.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-DismCmdlets_en-us.cab"

ステップ 8 マウントフォルダ内の \windows\system32に移動します。startnet.cmdで、ベアメタルエージェ
ントの IPアドレスを更新します。
（注） •ベアメタルエージェントの IPアドレス以外、startnet.cmdファイル内の情報は変更し

ないでください。

•ベアメタルエージェント IPアドレスをポイントするように、すべてのエントリ内の IPア
ドレスを変更してください。

•すべてのドライブ文字参照（R:ドライブへの参照など）が startnet.cmdファイルと
Windows応答ファイルの両方で一致する必要があります。デフォルトでは、ベアメタル
エージェントのドライブ文字割り当ては R:に設定されています。

ステップ 9 WinPEをアンマウントして、変更をコミットし、ファイルをベアメタルエージェント VM内の
/opt/cnsaroot/Bootディレクトリにコピーします。
DISM.exe /Unmount-Wim /Mountdir:c:\win2k12x64\mount /commit

次の作業

（必要に応じて）ブート構成データ（BCD）ファイルをインストールしてセットアップします。

Windows 2012 R2 用のカスタム WinPE ファイルの作成と PXE サポート
ファイルのコピー

Windows Server 2012 R2 x64の場合は、ベアメタルエージェントがWinPEファイルと PXEサポー
トファイルを提供します。行う必要があるのは、必要なすべてのドライバを WinPE.wimファイ
ルに追加してから、WinPE.wimファイルを編集して、startnet.cmdファイル内の IPアドレス
をベアメタルエージェントの PXE IPアドレスに変更することだけです。
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/opt/cnsaroot/Bootフォルダは固定で、ベアメタルエージェントごとに 1つずつのブー
トフォルダを割り当てることができます。

（注）

はじめる前に

Windows Server 2012 x64および 2012 R2 x64オペレーティングシステムイメージのセットアップ
に関する前提条件, （43ページ）に記載の前提条件を満たす必要があります。

ステップ 1 Windows 2012 R2をサポートしているバージョンの ADKをダウンロードして、Windows Server 2012 R2マ
シンにインストールします。

ダウンロードに含める機能を指定するときに、Windows PEと展開ツールを含める必要がありま
す。

（注）

ステップ 2 ADKツールがインストールされたWindowsマシンで、ディレクトリを作成します。/opt/cnsaroot/Boot
から作成したディレクトリに WinPE.wimファイルをコピーします。

ステップ 3 コマンドラインで、ADKのインストールフォルダに移動します。

ステップ 4 ドライバをフォルダの場所からWinPEイメージに追加します。
追加するドライバへのパスがわかっている場合は、次の DISM.exeコマンドを使用します。

// The DISM.exe command mounts the WinPE to a folder.
// In this example, the c:\win2k12r2x64 directory and the \mount subdirectory have been created
before running the command.
DISM.exe /mount-wim /wimfile:c:\win2k12r2x64\WinPE.wim /index:1 /mountdir:c:\win2k12r2x64\mount

// To add individual driver files to WinPE image, use the following format.
DISM.exe /image:c:\win2k12r2x64\mount /Add-Driver /driver:C:\test\drivers\1.inf
/driver:C:\test\drivers\2.inf /driver:C:\test\drivers\3.inf

追加するドライバへのパスが不明で、すべてのサブフォルダを照会する必要がある場合は、次のDISM.exe
コマンドを使用します。

// The DISM.exe command mounts the WinPE to a folder.
// In this example, the c:\win2k12r2x64 directory and the \mount subdirectory have been created
before running the command.
DISM.exe /mount-wim /wimfile:c:\win2k12r2x64\WinPE.wim /index:1 /mountdir:c:\win2k12r2x64\mount

// To add individual driver files to WinPE image, use the following format.
DISM.exe /image:c:\win2k12r2x64\mount /Add-Driver /driver:c:\test\drivers /Recurse

ステップ 5 winPE.wimをフォルダにマウントします。

ステップ 6 WinPE.wimで、必要な PowerShellパッケージを追加してから、各コマンド内のパスを環境に適切なマウ
ントポイントと ADKインストールパスを使用して各コマンド内のパスを編集します。
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WinPE.wimに追加する必要がある PowerShellパッケージとファイル名は、Windowsや
WinPE.wimのバージョンによって異なります。追加する必要のあるPowerShellパッケージを特
定するには、MicrosoftのWebサイトにあるコンプライアンスレポートを参照してください。
PowerShellに必要なパッケージを追加するコマンドについては、『WinPE: Adding PowerShell
support to Windows PE Technet Page』を参照してください。次に示す PowerShellパッケージは参
照用で、WindowsやWinPE.wimのバージョンによって異なります。

（注）

\\ Sample PowerShell package files.
\\ The PowerShell packages and file names that you need to add to WinPE.wim vary depending on the
version of Windows and WinPE.wim.

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-WMI.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-WMI_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-NetFX.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-NetFX_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-Scripting.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-Scripting_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-PowerShell.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-PowerShell_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-StorageWMI.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-StorageWMI_en-us.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
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Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\WinPE-DismCmdlets.cab"

Dism /Add-Package /Image:"C:\win2k12r2x64\mount" /PackagePath:"C:\Program Files\Windows
Kits\8.1\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs\en-us\WinPE-DismCmdlets_en-us.cab"

ステップ 7 マウントフォルダ内の \windows\system32に移動します。startnet.cmdで、ベアメタルエージェ
ントの IPアドレスを更新します。
（注） •ベアメタルエージェントの IPアドレス以外、startnet.cmdファイル内の情報は変更し

ないでください。

•ベアメタルエージェント IPアドレスをポイントするように、すべてのエントリ内の IPア
ドレスを変更してください。

•すべてのドライブ文字参照（R:ドライブへの参照など）が startnet.cmdファイルと
Windows応答ファイルの両方で一致する必要があります。デフォルトでは、ベアメタル
エージェントのドライブ文字割り当ては R:に設定されています。

ステップ 8 WinPEをアンマウントして、変更をコミットし、ファイルをベアメタルエージェント VM内の
/opt/cnsaroot/Bootディレクトリにコピーします。
DISM.exe /Unmount-Wim /Mountdir:c:\win2k12r2x64\mount /commit

次の作業

（必要に応じて）ブート構成データ（BCD）ファイルをインストールしてセットアップします。

ブート構成データファイルのインストールとセットアップ

ブート構成データ（BCD）ファイルには、ブート構成パラメータが含まれています。このファイ
ルは、Windowsでのオペレーティングシステムの起動方法を制御し、PXEサーバから基本カーネ
ル（WinPE.wim）をロードするために使用されます。BCDファイルを作成する必要はありませ
ん。ベアメタルエージェントが BCDファイルに使用可能なデフォルトのパスを設定します。

既定で、BCDファイルは /Boot/WinPE.wimファイルと boot.sdiファイルを指します。これ
らのファイル名は大文字と小文字が区別されます。

ベアメタルエージェント設定では標準名のセットを使用することをお勧めします。フォルダ

名は Bootにする必要があります。winpeファイル名はWinPE.wimにする必要があります。
boot.sdiなどの対応するファイル名を使用します。作成されたBCDファイルは大文字であり、
ファイル拡張子は付きません。ベアメタルエージェントは、/opt/cnsaroot/BootにBCD
ファイルを配置します。このファイルに /opt/cnsaroot/Boot/WinPE.wimを指すデフォ
ルトのパスが含まれています。パス名を変更しなければ、このファイルを任意のバージョンの

Windows OSで使用できます。

（注）
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BCDファイルを作成するために使用されるコマンドbcdedit.exeは、通常、Windowsオペレーティ
ングシステムのルートディレクトリ（c:\windows\system32）で見つけることができます。

はじめる前に

カスタムWinPEを作成して、PXEサポートファイルをコピーします。

ステップ 1 bcdedit.exeコマンドを含むディレクトリに移動して、次のコマンドシーケンスを実行し、BCDファイル
を作成します。

bcdedit.exeコマンドは、通常、Windowsオペレーティングシステムのルートディレクトリ
（c:\windows\system32）で見つけることができます。

ステップ 2 bcdedit.exe /createstore BCD

ステップ 3 bcdedit.exe /store BCD /create {ramdiskoptions} /d "Ramdisk options"

ステップ 4 bcdedit.exe /store BCD /set {ramdiskoptions} ramdisksdidevice boot

ステップ 5 bcdedit.exe /store BCD /set {ramdiskoptions} ramdisksdipath \Boot\boot.sdi

ステップ 6 bcdedit.exe /store BCD /create /d "My WinPE Boot Image"/application osloader
この時点で、GUIDが表示されます。次のステップの {a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}をシステ

ムの GUIDに置き換えてください。

ステップ 7 bcdedit.exe /store BCD /set{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}systemroot \Windows

ステップ 8 bcdedit.exe /store BCD /set{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}detecthal Yes

ステップ 9 bcdedit.exe /store BCD /set{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7} winpe Yes

ステップ 10 bcdedit.exe /store BCD /set{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}osdevice
ramdisk=[boot]\Boot\WinPE.wim,{ramdiskoptions}

ステップ 11 bcdedit.exe /store BCD /set{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}device
ramdisk=[boot]\Boot\WinPE.wim,{ramdiskoptions}

ステップ 12 次のいずれかです。

• bcdedit.exe /store BCD /create {bootmgr} /d "Windows 2012r2 BootManager"

• bcdedit.exe /store BCD /create {bootmgr} /d "Windows 2012 BootManager"

ステップ 13 bcdedit.exe /store BCD /set {bootmgr} timeout 30

ステップ 14 bcdedit.exe /store BCD /displayorder{a20f8db8-7459-11e2-8ec3-00155d37efa7}

ステップ 15 設定名が正しいことを確認するには、bcdedit.exe /store BCD /enum allコマンドを使用します。

次の作業

Windowsインストール ISOイメージをサーバフォルダにコピーします。
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Windows インストールファイルのサーバフォルダへのコピー

はじめる前に

以下を準備する必要があります。

•ベアメタルエージェントVMの opt/cnsaroot/Bootディレクトリにカスタマイズされた
winPE.wimファイルと PXEブートファイル。

•ベアメタルエージェントVMのopt/cnsaroot/Bootディレクトリに設定済みのBCDファ
イル。

• Windowsインストールファイル（ISOバージョン）

ステップ 1 ダウンロードして検証済みの ISOを展開します。

ステップ 2 ダウンロードした ISOからベアメタルエージェント VM内の適切なディレクトリにフォルダとファイル
をコピーします。

サーバパスWindows OS バージョン

/samba/Win2k12R2x64Windows 2012 R2

/samba/Win2k12x64Windows 2012

フォルダパス、ファイル名、またはフォルダ名を変更しないでくださ

い。

（注）

Windowsインストールファイルをコピー後の Win2k12R2x64フォルダの内容のサンプルを以下に示しま
す。

boot
efi
sources
support
autorun.inf
bootmgr.efi
setup.exe

ステップ 3 /samba/notifications/notify.ps1ファイルを開き、IPアドレスがベアメタルエージェントの
PXE IPアドレスと一致することを確認します。
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第 8 章

オーケストレーションワークフロータスク

による OS イメージのプロビジョニング

この章は、次の項で構成されています。

• PXEブート用のオーケストレーションワークフロータスク, 54 ページ

• PXEブートタスクを含むワークフローの前提条件, 55 ページ

• PXEブートセットアップタスクの実行 , 55 ページ

• Windows OSエディションの決定, 57 ページ

• PXEブートセットアップタスクの入力, 58 ページ

• BMA選択を使用した PXEブートセットアップタスクの入力, 60 ページ

• Windows PXEブートセットアップタスクの入力, 63 ページ

• PXEブートセットアップタスクとWindows PXEブートセットアップタスクからの出力,
66 ページ

• Cisco UCS Directorでの PXEブートリクエストの作成, 66 ページ

• PXEブートの状態, 69 ページ

• PXEブートセットアップモニタタスク, 70 ページ

• PXEブートセットアップ削除タスク, 70 ページ

• UCSモジュラサーバでの RHEL 7または CentOS 7のインストール時のドライバの挿入, 71
ページ

• Windowsサーバオペレーティングシステムの同時展開, 72 ページ
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PXE ブート用のオーケストレーションワークフロータス
ク

PXEブート用のオーケストレーションワークフロータスクを使用すれば、CiscoUCSDirectorBare
MetalAgentの機能を使用するCiscoUCSDirector内部のワークフローを作成することができます。

いずれかの PXEブートタスクをオーケストレーションワークフローに含めると、そのタスクが
物理または仮想マシンに対する PXEインストール要求を受け取るためにベアメタルエージェン
ト環境を準備します。

タスク内に必要な各入力の値は、次の方法のいずれかで指定できます。

•ワークフローを実行するユーザによるユーザ入力として

•ワークフロー内の 1つ前のタスクからの出力を通して

•ワークフローを作成した Cisco UCS Directorユーザによって割り当てられた管理入力を通し
て

次のオーケストレーションワークフロータスクを使用することができます。

• PXEブートセットアップタスク

• BMA選択を使用した PXEブートセットアップタスク

• Windows PXEブートセットアップタスク

• PXEブートモニタタスク

• PXEブートセットアップ削除タスク

WindowsServerオペレーティングシステム用のPXEブートをセットアップするには、Windows
専用に定義された PXEブートセットアップタスクを使用する必要があります。他のサポート
されているオペレーティングシステム用の PXEブートをセットアップするには、PXEブート
セットアップタスクまたは BMA選択を使用した PXEブートセットアップタスクを使用しま
す。

（注）

Cisco UCS Directorワークフローデザイナタスクライブラリの [ネットワークサービス（Network
Services）]領域でこれらのワークフロータスクにアクセスできます。

ほとんどの入力と出力は、PXEブートセットアップタスク、BMA選択を使用した PXEブート
セットアップタスク、およびWindows PXEブートセットアップタスクで同じです。ただし、次
の重要な例外があります。

• BMA選択を使用した PXEブートセットアップタスクには、ターゲットベアメタルエー
ジェントを選択するための入力フィールドがあります。
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• PXEブートセットアップタスクには、ターゲットベアメタルエージェントを選択するた
めのオプションがありません。この従来のワークフロータスクは、デフォルトのベアメタ

ルエージェントをターゲットベアメタルエージェントとして使用します。

• Windows PXEブートセットアップタスクには、ターゲットベアメタルエージェントを選
択するための入力フィールドがあります。

従来の PXEブートセットアップタスクでは、最初に追加されたベアメタルエージェントが
デフォルトのベアメタルエージェントになります。ただし、デフォルトのベアメタルエー

ジェントは変更することができます。デフォルトのベアメタルエージェントアカウントの

変更, （21ページ）を参照してください。

ヒント

PXE ブートタスクを含むワークフローの前提条件
1つ以上のPXEブートタスクを含むオーケストレーションワークフローを作成する場合は、Cisco
UCS Directorと Cisco UCS Director Bare Metal Agent環境が次の前提条件を満たしている必要があ
ります。

•該当する『Cisco UCS Director installation guide』の説明に従って、Cisco UCS Directorがイン
ストールされ、ネットワークインターフェイスが設定されている。

• Cisco UCS Directorは、Webブラウザ経由で到達可能で、ログインすることができる。

• Cisco UCS Director Bare Metal Agentは、Cisco UCS Director Bare Metal Agentのインストール,
（9ページ）の説明に従ってインストールされています。

•必要なネットワーク/VLANがサーバ上のネイティブなまたは既定の VLANとして設定され
ている。たとえば、CiscoUCSサーバの場合は、サーバに関連付けられたvNICテンプレート
を編集し、PXEネットワーク/VLANをネイティブVLANとして選択します。この設定はオー
ケストレーションワークフローを通して実行できます。

•ワークフローで使用する各ベアメタルエージェントアカウントがセットアップされ、アク
ティブになっており、接続がテスト済みで、サービスが有効になっており開始されている。

PXE ブートセットアップタスクの実行
次の PXEブートセットアップタスクをワークフロー内で使用することができます。

• PXEブートセットアップタスク

• BMA選択を使用した PXEブートセットアップタスク

• Windows PXEブートセットアップタスク
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ワークフロー内でこれらのタスクのいずれかが実行されるたびに、Cisco UCS Directorは、次の入
力に対する値を使用して、その特定のPXEリクエスト用の一連のコンフィギュレーションファイ
ルを作成します。

•ワークフロー内の以前のタスクからまたは実行時にユーザから受信された動的な値。

•ワークフローの作成時に入力された静的な値。

•選択されたオペレーティングシステムがベアメタルエージェントに追加されたときに作成
されたテンプレートコンフィギュレーションファイル（ks.cfg Kickstartファイル）。これら
のファイルの詳細については、サンプルオペレーティングシステム設定テンプレートファ

イル, （79ページ）を参照してください。

ワークフローが実行されると、ベアメタルエージェントと Cisco UCS Directorが、タスクを通じ
て収集された値を使用して次の手順を実行し、指定されたサーバに対するPXEインストールリク
エストを準備します。

注記操作手順

Cisco UCSDirector内のポッド用の [PXEブー
トリクエスト（PXE Boot Requests）]タブ
で、これらの PXEリクエストと PXE IDを確
認できます。

/opt/cnsaroot/web/ks-repository/
ディレクトリ内のPXEIDリクエストに対
応するCisco UCSDirector BareMetal Agent
VM内に新しいディレクトリを作成しま
す。

1

たとえば、PXEインストール用にカスタマイ
ズされた ks.cfgファイルを作成するため
に、Cisco UCS Directorは
/opt/cnsaroot/templates/Operating_System
ディレクトリからテンプレートks.cfgファ
イルを取得して、PXEブートセットアップ
タスクで指定された変数に入力します。この

カスタマイズされた ks.cfgファイルは
/opt/cnsaroot/web/ks-repository/PXE_ID
などの PXE IDに対応するディレクトリに保
存されます。

この要求に固有の PXEインストール用の
/opt/cnsaroot/web/ks-repository/PXE_ID
ディレクトリに必要な独自のコンフィギュ

レーションファイルを追加します。これ

には、ks.cfg、つまり、Kickstartコン
フィギュレーションファイルが含まれま

す。オペレーティングシステムによって

は、ESXiインストールに必要な
boot.cfgファイルなどの他のコンフィ
ギュレーションファイルがこのディレク

トリに追加される場合があります。

2

ワークフローを通して、サーバのMACアド
レスに "01 -"を付加したファイル名が作成さ
れます。このファイルは、イメージファイ

ルの配置場所に関する情報で構成さ

れ、/opt/cnsaroot/templates/Operating_System/
ディレクトリ内の pxe.cfgファイルを介し
て生成されます。

ベアメタルエージェント VM内の
/opt/cnsaroot/pxelinux.cfg/ディ
レクトリにサーバのMACアドレスに対応
するファイルを作成します。

3
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ベアメタルエージェントが、サポートされているオペレーティングシステム用のWindows
応答ファイルを自動的に作成します。同じ応答ファイルがローカルブートと SANブートに使
用されます。Windowsインストールはマルチパス SANブートをサポートしていませんが、単
一パスのワークフローを使用して SANブートを実現することができます。

（注）

Windows OS エディションの決定
正確なWindows OSエディションが、Windows Serverイメージの PXEブートが正常に動作するた
めに必要です。Windows PE（WinPE）で使用される文字列を正確に入力する必要があります。こ
の文字列は大文字と小文字が区別されます。WindowsOSエディションは一貫した命名規則に従っ
ています。OSエディションの例を以下に示します。
Windows Server 2008 R2 SERVERSTANDARD
Windows Server 2008 R2 SERVERSTANDARDCORE
Windows Server 2008 R2 SERVERENTERPRISE
Windows Server 2008 R2 SERVERENTERPRISECORE
Windows Server 2008 R2 SERVERDATACENTER
Windows Server 2008 R2 SERVERDATACENTERCORE
Windows Server 2008 R2 SERVERWEB
Windows Server 2008 R2 SERVERWEBCORE
Windows Server 2012 SERVERSTANDARD
Windows Server 2012 SERVERSTANDARDCORE
Windows Server 2012 R2 SERVERSTANDARD
Windows Server 2012 R2 SERVERSTANDARDCORE
Windows Server 2012 R2 SERVERDATACENTER
Windows Server 2012 R2 SERVERDATACENTERCORE

ステップ 1 Windows OSイメージの抽出された ISOファイルに移動します。

ステップ 2 Windows 2012 R2イメージの場合は、C:\win2k12r2\sources\install.wimに移動し、PowerShellコ
マンドレットを使用してエディションを検索します。

このコマンドレットの使用例を以下に示します。

PS C:\Windows\system32> Get-WindowsImage -ImagePath
C:\win2k12r2\sources\install.wim
Index : 1
Name : Windows Server 2012 R2 SERVERSTANDARDCORE
Description : Windows Server 2012 R2 SERVERSTANDARDCORE
Size : 6,653,342,051 bytes
Index : 2
Name : Windows Server 2012 R2 SERVERSTANDARD
Description : Windows Server 2012 R2 SERVERSTANDARD
Size : 11,807,528,410 bytes
Index : 3
Name : Windows Server 2012 R2 SERVERDATACENTERCORE
Description : Windows Server 2012 R2 SERVERDATACENTERCORE
Size : 6,653,031,430 bytes
<etcetera>
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ステップ 3 Windows 2008イメージの場合は、WAIKツールがインストールされたコンピュータから DISM.EXE構文
を使用します。

この構文の使用例を以下に示します。

C:\Program Files\Windows AIK\Tools\>dism
/get-wiminfo /wimfile:e:\\Win2k8r2x64\sources\install.wim
Deployment Image Servicing and Management tool
Version: 6.1.7600.16385
Details for image : e:\Username_Windowsbits\Win2k8r2x64\sources\install.wim
Index : 1
Name : Windows Server 2008 R2 SERVERSTANDARD
Description : Windows Server 2008 R2 SERVERSTANDARD
Size : 10,510,503,883 bytes
Index : 2
Name : Windows Server 2008 R2 SERVERSTANDARDCORE
Description : Windows Server 2008 R2 SERVERSTANDARDCORE
Size : 3,563,695,852 bytes
<etcetera>

PXE ブートセットアップタスクの入力
次の表に、PXEブートセットアップタスクの入力に関する説明を示します。これらの入力の 1つ
以上の情報は 1つ前のタスクまたは実行時のユーザから取得されるため、これらの入力に対する
値は動的で、ワークフローの実行ごとに変化する可能性があります。

従来の PXEブートセットアップタスクでは、デフォルトのベアメタルエージェントは、最
初に追加されたベアメタルエージェントです。ただし、デフォルトのベアメタルエージェ

ントは変更することができます。デフォルトのベアメタルエージェントアカウントの変更,
（21ページ）を参照してください。

（注）

表 1：PXE ブートセットアップタスクの入力

説明入力

この PXEブート要求を使用してサーバにインストールする
OSイメージ。このドロップダウンリストには、作成され、
PXEインストールに使用可能なすべての OSイメージが含ま
れています。

[OSタイプ（OSType）]ドロップ
ダウンリスト
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説明入力

PXEインストールが必要なサーバのMACアドレス。通常、
この入力は、UCSサービスプロファイル作成タスクからの
MACアドレス出力に対応付けられます。

サーバのMACアドレス

サーバに割り当てられる IPアドレス。この IPアドレスは、
PXEインストールプロセスの完了後にサーバに付与される、
サーバの最終 IPアドレスです。

この IPアドレスは、ベアメタルエージェント用に設定され
た PXEネットワークまたは管理ネットワーク以外のネット
ワークまたはサブネット上に設定できます。

[サーバのIPアドレス（Server IP
Address）]フィールド

PXEインストールプロセスの完了後にサーバに割り当てられ
るサブネットマスク。

[サーバのネットマスク（Server
Net Mask）]フィールド

PXEインストールプロセスの完了後にサーバに割り当てられ
るホスト名。

[サーバホスト名（Server Host
Name）]フィールド

PXEインストールプロセスの完了後にサーバに割り当てられ
る既定のゲートウェイ IPアドレス。

[サーバのゲートウェイ（Server
Gateway）]フィールド

（任意）サーバで使用される DNSサーバ。

DNSサーバが必要ない場合は、この入力を空白のままにしま
す。

[サーバ名サーバ（Server Name
Server）]フィールド

（任意）PXEインストールプロセスの完了後にサーバ上の管
理インターフェイスに割り当てられる VLAN ID。

この設定は、VLANタギングが仮想スイッチで広く利用され
ている ESX/ESXi展開でよく使用されます。この設定では、
管理 vmkernelポートにタギング用の VLAN IDが設定されま
す。

[管理VLAN（Management
VLAN）フィールド

サーバ上の rootユーザに割り当てられるパスワード。[ルートパスワード（Root
Password）]フィールド

サーバに設定するタイムゾーン。[タイムゾーン（Timezone）]
フィールド
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説明入力

PXEブート要求に対して追加で使用される単一行パラメータ
を追加、編集、削除するためのインターフェイス。このイン

ターフェイスを使用して複数のパラメータを追加できます。

追加のパラメータを追加するには、[+]をクリックします。表
示される [追加パラメータの追加（AddAdditional Parameter）]
ボックスに、パラメータ名とパラメータの値を入力します。

パラメータ名またはその値を変更するには、[編集（Edit）]ボ
タンを使用します。パラメータを削除するには、[削除
（Delete）]ボタンを使用します。

たとえば、追加のパラメータを使用して、ks.cfgファイルテ
ンプレートをカスタマイズし、パラメータの値を指定できま

す。これらのパラメータは、ks.cfgファイルテンプレート内
の該当する値で更新されます。

たとえば、ks.cfg内の既存のファイアウォール設定が次のとお
りだとします。

# Firewall configuration
firewall --disabled

次のように設定をカスタマイズできます。

# Firewall configuration
firewall —$FIREWALL_CONFIG

[追加のパラメータ（Additional Parameters）]インターフェイ
スで、パラメータ名としてFIREWALL_CONFIGを指定し、値とし

て disabledを指定できます。パラメータの値をユーザ入力

${variable}にマップできます。このパラメータは、ks.cfgファ
イルテンプレート内の該当する値で更新されます。

ベアメタルエージェントで使用される ks.cfgファイルテン
プレートは
/opt/cnsaroot/templates/IMAGE_CATALOG_NAME/ks.cfg
で使用できます。たとえば、CentOS 6.0の ks.cfgファイルは
/opt/cnsaroot/templates/CentOS60/ks.cfgで使用で
きます。

[追加のパラメータ（Additional
Parameters）]インターフェイス

BMA 選択を使用した PXE ブートセットアップタスクの
入力

次の表に、BMA選択を使用した PXEブートセットアップタスクの入力に関する説明を示しま
す。これらの入力の1つ以上の情報は1つ前のタスクまたは実行時のユーザから取得されるため、
これらの入力に対する値は動的で、ワークフローの実行ごとに変化する可能性があります。
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BMA選択を使用した PXEブートセットアップタスクはWindows OSをサポートしていない
ため、そのような OSに対する入力を受け付けません。

（注）

表 2：BMA 選択を使用した PXE ブートセットアップタスクの入力

説明入力

Cisco UCS Directorに追加され、使用可能なベアメタルエー
ジェントアカウント。

[ターゲット BMA（Target
BMA）]フィールド

この PXEブート要求を使用してサーバにインストールする
OSイメージ。このドロップダウンリストには、作成され、
PXEインストールに使用可能なすべての OSイメージが含ま
れています。

[OSタイプ（OSType）]ドロップ
ダウンリスト

PXEインストールが必要なサーバのMACアドレス。通常、
この入力は、UCSサービスプロファイル作成タスクからの
MACアドレス出力に対応付けられます。

サーバのMACアドレス

サーバに割り当てられる IPアドレス。この IPアドレスは、
PXEインストールプロセスの完了後にサーバに付与される、
サーバの最終 IPアドレスです。

この IPアドレスは、ベアメタルエージェント用に設定され
た PXEネットワークまたは管理ネットワーク以外のネット
ワークまたはサブネット上に設定できます。

[サーバアドレス（Server
Address）]フィールド

PXEインストールプロセスの完了後にサーバに割り当てられ
るサブネットマスク。

[サーバのネットマスク（Server
Net Mask）]フィールド

PXEインストールプロセスの完了後にサーバに割り当てられ
るホスト名。

[サーバホスト名（Server Host
Name）]フィールド

PXEインストールプロセスの完了後にサーバに割り当てられ
る既定のゲートウェイ IPアドレス。

[サーバのゲートウェイ（Server
Gateway）]フィールド

（任意）サーバで使用される DNSサーバ。

DNSサーバが必要ない場合は、この入力を空白のままにしま
す。

[サーバ名サーバ（Server Name
Server）]フィールド
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説明入力

（任意）PXEインストールプロセスの完了後にサーバ上の管
理インターフェイスに割り当てられる VLAN ID。

この設定は、VLANタギングが仮想スイッチで広く利用され
ている ESX/ESXi展開でよく使用されます。この設定では、
管理 vmkernelポートにタギング用の VLAN IDが設定されま
す。

[管理VLAN（Management
VLAN）フィールド

サーバ上の rootユーザに割り当てられるパスワード。[ルートパスワード（Root
Password）]フィールド

サーバに設定するタイムゾーン。[タイムゾーン（Timezone）]
フィールド
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説明入力

PXEブート要求に対して追加で使用される単一行パラメータ
を追加、編集、削除するためのインターフェイス。このイン

ターフェイスを使用して複数のパラメータを追加できます。

追加のパラメータを追加するには、[+]をクリックします。表
示される [追加パラメータの追加（AddAdditional Parameter）]
ボックスに、パラメータ名とパラメータの値を入力します。

パラメータ名またはその値を変更するには、[編集（Edit）]ボ
タンを使用します。パラメータを削除するには、[削除
（Delete）]ボタンを使用します。

たとえば、追加のパラメータを使用して、ks.cfgファイルテ
ンプレートをカスタマイズし、パラメータの値を指定できま

す。これらのパラメータは、ks.cfgファイルテンプレート内
の該当する値で更新されます。

たとえば、ks.cfg内の既存のファイアウォール設定が次のとお
りだとします。

# Firewall configuration
firewall --disabled

次のように設定をカスタマイズできます。

# Firewall configuration
firewall —$FIREWALL_CONFIG

[追加のパラメータ（Additional Parameters）]インターフェイ
スで、パラメータ名としてFIREWALL_CONFIGを指定し、値とし

て disabledを指定できます。パラメータの値をユーザ入力

${variable}にマップできます。このパラメータは、ks.cfgファ
イルテンプレート内の該当する値で更新されます。

ベアメタルエージェントで使用される ks.cfgファイルテン
プレートは
/opt/cnsaroot/templates/IMAGE_CATALOG_NAME/ks.cfg
で使用できます。たとえば、CentOS 6.0の ks.cfgファイルは
/opt/cnsaroot/templates/CentOS60/ks.cfgで使用で
きます。

[追加のパラメータ（Additional
Parameters）]インターフェイス

Windows PXE ブートセットアップタスクの入力
次の表に、Windows PXEブートセットアップタスクの入力に関する説明を示します。これらの
入力の 1つ以上の情報は 1つ前のタスクまたは実行時のユーザから取得されるため、これらの入
力に対する値は動的で、ワークフローの実行ごとに変化する可能性があります。
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ベアメタルエージェントが、サポートされているWindowsオペレーティングシステム用の
Windows応答ファイルを自動的に作成します。ローカルブートと SANブートに対して同じ応
答ファイルを使用できます。Windowsインストールはマルチパス SANブートをサポートして
いませんが、単一パスのワークフローを使用して SANブートを実現することができます。

（注）

表 3：Windows PXE ブートセットアップタスクの入力

説明入力

Cisco UCS Directorに追加され、使用可能なベアメタルエー
ジェントアカウント。

[ターゲット BMA（Target
BMA）]フィールド

この PXEブート要求を使用してサーバにインストールする
OSイメージ。このドロップダウンリストには、ベアメタル
エージェントに作成され、PXEインストールに使用可能なす
べての OSイメージが含まれています。

[OSタイプ（OSType）]ドロップ
ダウンリスト

PXEインストールが必要なサーバのMACアドレス。通常、
この入力は、UCSサービスプロファイル作成タスクからの
MACアドレス出力に対応付けられます。

サーバのMACアドレス

Windows OSのエディション名はWindows Serverイメージの
PXEブートが正常に動作するために必要です。Windows PE
（WinPE）で使用される文字列を正確に入力する必要があり
ます。この文字列は大文字と小文字が区別されます。たとえ

ば、SERVERSTANDARDまたは SERVERENTERPRISEなど
と入力します。詳細については、WindowsOSエディションの
決定, （57ページ）を参照してください。

この値はWindows応答ファイルで使用されます。イメージイ
ンストールプロセスでエディションの正確な名前が必要にな

ります。OSエディションはWindows OSイメージのタイプご
とに異なります。

[OSフレーバ名（OS Flavor
Name）]フィールド

OSプロダクトキーに関連付けられた組織の名前。

この値はWindows応答ファイルで使用されます。社内の部署
名または会社名にすることができます。

[組織名（Organization Name）]
フィールド

OSのプロダクトキー（ライセンスキーまたはソフトウェア
キーと呼ばれることもあります）。

[プロダクトキー（ProductKey）]
フィールド

PXEインストールプロセスの完了後にサーバに割り当てられ
るホスト名。名前が NetBIOS名の制限に準拠していることを
確認してください。

[ホスト名（Host Name）]フィー
ルド
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説明入力

サーバ上の管理ユーザに割り当てられるパスワード。[管理者パスワード（Administrator
Password）]フィールド

サーバに設定するタイムゾーン。[タイムゾーン（Timezone）]
フィールド

OS用に指定されたパーティションのサイズ（GB）。[ディスクパーティションサイズ
（GB）（Disk Partition Size
(GB)）]フィールド

PXEブート要求に対して追加で使用される単一行パラメータ
を追加、編集、削除するためのインターフェイス。このイン

ターフェイスを使用して複数のパラメータを追加できます。

パラメータを追加するには、[+]をクリックします。表示され
る [追加パラメータの追加（Add Additional Parameter）]ボッ
クスに、パラメータ名とパラメータの値を入力します。パラ

メータ名またはその値を変更するには、[編集（Edit）]ボタン
を使用します。パラメータを削除するには、[削除（Delete）]
ボタンを使用します。

たとえば、パラメータを使用して、Windows応答ファイルの
最小要件を指定することができます。環境の要件を満たすよ

うに応答ファイルを強化するパラメータとその値を定義でき

ます。これらのパラメータは、応答ファイルテンプレート内

の該当する値で更新されます。

ベアメタルエージェントで使用される応答ファイルテンプ

レートは、次の場所から入手できます。

• Windows 2012 R2
x64：/opt/cnsaroot/templates/Win2k12R2x64/autounattend.xml

• Windows 2012
x64：/opt/cnsaroot/templates/Win2k12x64/autounattend.xml

• Windows 2008 R2
x64：/opt/cnsaroot/templates/Win2k8R2x64/autounattend.xml

[追加のパラメータ（Additional
Parameters）]フィールド
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PXE ブートセットアップタスクと Windows PXE ブート
セットアップタスクからの出力

次の表に、PXEブートセットアップタスクとWindows PXEブートセットアップタスクの両方か
らの出力に関する説明を示します。

表 4：PXE ブートセットアップタスクと Windows PXE ブートセットアップタスクの出力

説明入力

ワークフロータスクを通してセットアップされたPXEブー
ト要求の ID。

OUTPUT_PXE_BOOT_ID

Cisco UCS Directorでの PXE ブートリクエストの作成
はじめる前に

ベアメタルエージェントで PXEブートに使用する OSイメージテンプレートを作成します。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで、PXEブート要求をセットアップするポッドに移動します。

ステップ 3 右側のペインで、[PXEブート要求（PXE Boot Requests）]タブをクリックします。

ステップ 4 [PXE要求の追加（Add PXE Request）]をクリックします。

ステップ 5 [PXEブートリクエストの追加（Add PXE Boot Request）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を
入力します。

説明名前

PXEインストールが必要なサーバのMACアドレス。[サーバのMACアドレス
（Server MAC Address）]
フィールド

PXEインストールプロセスの完了後に、サーバに割り当てられるホスト
名。

[ホスト名（Host Name）]
フィールド

サーバ上の rootユーザに割り当てられるパスワード。確認のために、こ
のパスワードを次のフィールドに再入力する必要があります。

このパスワードのセキュリティ維持については、組織のガイド

ラインに従ってください。

（注）

[ルートパスワード（Root
Password）]フィールド
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説明名前

PXEブート要求がWindows OS用の場合に、このチェックボックスをオ
ンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Windows固有のフィールドがこ
のダイアログボックスに表示されます。

[Windows用のPXE要求（PXE
Request for Windows）]チェッ
クボックス

この PXEブート要求を使用してサーバにインストールするOSイメージ
を選択します。このドロップダウンリストには、作成され、PXEインス
トールに使用可能なすべての OSイメージテンプレートが含まれていま
す。

このドロップダウンリストは、[Windows用の PXE要求（PXE Request
forWindows）]チェックボックスがオンになっているかどうかによって、
ダイアログボックス内の表示位置が異なります。

[OSタイプ（OSType）]ドロッ
プダウンリスト

（オプション）PXEインストールプロセスの完了後にサーバ上の管理イ
ンターフェイスに割り当てられる VLAN ID。

この設定は、VLANタギングが仮想スイッチに実装されているESX/ESXi
展開で使用されます。この設定では、管理vmkernelポートにタギング用
の VLAN IDが設定されます。

[管理VLAN（Management
VLAN）]フィールド

（WindowsOSの場合にだけ必須）WindowsOSエディション名はWindows
ServerイメージのPXEブートが正常に動作するために必要です。Windows
PE（WinPE）で使用される文字列を正確に入力する必要があります。こ
の文字列は大文字と小文字が区別されます。たとえば、

SERVERSTANDARDまたは SERVERENTERPRISEなどと入力します。
詳細については、Windows OSエディションの決定, （57ページ）を参
照してください。

この値はWindows応答ファイルで使用されます。イメージインストー
ルプロセスでエディションの正確な名前が必要になります。OSエディ
ション名はWindows OSイメージのタイプごとに異なります。

[OSフレーバ名（OS Flavor
Name）]フィールド

（WindowsOSの場合にだけ必須）OSプロダクトキーに関連付けられた
組織の名前。

この値はWindows応答ファイルで使用されます。社内の部署名または会
社名にすることができます。

[組織名（OrganizationName）]
フィールド

（Windows OSの場合にだけ必須）OSのプロダクトキー（ライセンス
キーまたはソフトウェアキーと呼ばれることもあります）。

[プロダクトキー（Product
Key）]フィールド

サーバに設定するタイムゾーンを選択します。[タイムゾーン（Timezone）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

（Windows OSの場合にだけ必須）OS用に指定されたパーティションの
サイズ（GB）。

[ディスクパーティションサイ
ズ（GB）（Disk Partition Size
(GB)）]フィールド

PXEブート要求に対して追加で使用される単一行パラメータを追加、編
集、削除するためのインターフェイス。このインターフェイスを使用し

て複数のパラメータを追加できます。

パラメータを追加するには、[+]をクリックします。表示される [追加パ
ラメータの追加（Add Additional Parameter）]ボックスに、パラメータ名
とパラメータの値を入力します。パラメータ名またはその値を変更する

には、[編集（Edit）]ボタンを使用します。パラメータを削除するには、
[削除（Delete）]ボタンを使用します。

たとえば、Windows OSの場合、パラメータを使用して、Windows応答
ファイルの最小要件を指定することができます。環境の要件を満たすよ

うに応答ファイルを強化するパラメータとその値を定義できます。これ

らのパラメータは、応答ファイルテンプレート内の該当する値で更新さ

れます。

ベアメタルエージェントで使用される応答ファイルテンプレートは、

次の場所から入手できます。

• Windows 2012 R2
x64：/opt/cnsaroot/templates/Win2k12R2x64/autounattend.xml

• Windows 2012
x64：/opt/cnsaroot/templates/Win2k12x64/autounattend.xml

• Windows 2008 R2
x64：/opt/cnsaroot/templates/Win2k8R2x64/autounattend.xml

[追加のパラメータ（Additional
Parameters）]インターフェイ
ス

サーバに割り当てられるスタティック IPアドレス。この IPアドレスは、
PXEインストールプロセスの完了後にサーバに付与される、サーバの最
終 IPアドレスです。

この IPアドレスは、ベアメタルエージェント用に設定された PXEネッ
トワークまたは管理ネットワーク以外のネットワークまたはサブネット

上に設定できます。

[サーバのIPアドレス（Server
IP Address）]フィールド

PXEインストールプロセスの完了後にサーバに割り当てられるサブネッ
トマスク。

[ネットワークマスク（Network
Mask）]フィールド

PXEインストールプロセスの完了後にサーバに割り当てられる既定の
ゲートウェイ IPアドレス。

[ゲートウェイ（Gateway）]
フィールド
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説明名前

サーバで使用される DNSサーバ。

DNSサーバが必要ない場合は、このフィールドを空白のままにします。

[サーバ名サーバ（ServerName
Server）]フィールド

この PXEブートリクエストに使用するベアメタルエージェントを選
択します。選択したベアメタルエージェントによって、PXEブートリ
クエストに使用可能な OSイメージが特定されます。

[ターゲット BMA（Target
BMA）]ドロップダウンリス
ト

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

新しい PXEブート要求に関する情報が、この要求に割り当てられた IDを表示する [PXEブート
要求（PXEBootRequest）]タブに新しい行として表示されます。情報には、この要求の現在のス
テータスが含まれています。

次の作業

PXEブートリクエストが送信済みの状態になったら、CiscoUCSDirectorコンフィギュレーション
ファイルを作成するようにPXE環境をセットアップする必要があります。ステータスが送信済み
の状態のPXEブートリクエストは、選択して [PXE環境のセットアップ（SetupPXEEnvironment）]
をクリックすることにより、アクティブにすることができます。

PXE ブートの状態
次に、Cisco UCS Directorでの PXEブートリクエストの PXEブートの状態を示します。

• [送信済み（Submitted）]：PXEブートリクエストは、Cisco UCS Directorに送信されていま
す。

• [環境のセットアップ（Environment Setup）]：送信済みの PXEブートリクエストはベアメ
タルエージェントに送信済みであり、ベアメタルエージェントでは PXEブートの実行が
必要な環境の準備が整っています。

• [進行中（In Progress）]：ベアメタルサーバがベアメタルエージェントと通信し、PXE設
定ファイルとイメージファイルがダウンロードされます。

• [準備完了（Ready）]：PXEブートプロセスが完了しました。サーバが新たにインストール
したオペレーティングシステムで起動されており、ベアメタルエージェントが準備が整っ

ているサーバから成功通知を受け取っています。

• [失敗（Failed）]：PXEプロセスが起動していますが、ベアメタルエージェントは定義され
た待機時間が終了してもサーバからの成功通知を受け取っていません。

• [アーカイブ済み（Archived）]：PXEリクエストタスクがロールバックに含められたか、削
除されました。
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PXE ブートセットアップモニタタスク
オーケストレーションワークフローに組み込まれている場合、PXEブートモニタタスクは、次
の時点まで特定の PXE ID要求をモニタします。

• PXEブートの準備ができるまで。

• PXEブートの準備ができる前に指定された最大時間に到達するまで。

PXE ブートモニタタスクの入力
次の表に、PXEブートモニタタスクの入力に関する説明を示します。

表 5：PXE ブートモニタタスクの入力

説明入力

ワークフローを通してモニタする PXEブート要求の ID。PXEブート ID

タスクで PXEブート要求の準備ができるまで待機する最大時間（時
間）。

最大待機時間（時間）

PXE ブートモニタタスクからの出力
PXEブートモニタタスクには出力がありません。

PXE ブートセットアップ削除タスク
オーケストレーションワークフローに含まれている PXEブートセットアップ削除タスクは、特
定の PXE ID要求用の PXEブートセットアップタスクによって作成したディレクトリとファイル
を削除します。

PXE ブートセットアップ削除タスクの入力
次の表に、PXEブートセットアップ削除タスクの入力に関する説明を示します。
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表 6：PXE ブートセットアップ削除タスクの入力

説明入力

セットアップディレクトリおよびファイルを削除する PXEブー
ト要求の ID。

PXEブート ID

PXE ブートセットアップ削除タスクからの出力
PXEブートセットアップ削除タスクには出力がありません。

UCS モジュラサーバでの RHEL 7 または CentOS 7 のインス
トール時のドライバの挿入

UCSサーバで RHEL 7または CentOS 7をインストールする際に、PXE.cfgファイルからドライバ
を手動で挿入します。PXE.cfgファイルは次の場所にありま
す。/opt/cnsaroot/templates/(RHEL 7/CentOS 7 OS Catalog name)

デフォルトの PXE.cfgファイルには、次の行が含まれています。
append initrd=images/(RHEL 7/CentOS 7 OS Catalog name)/isolinux/initrd.img ramdisk_size=9216
noapic acpi=off ip=dhcp ks=$PXE_KS_URL
ksdevice= inst.repo=http://$PXE_NATIVE_WEBSERVER/(RHEL 7/CentOS 7 OS Catalog name)
net.ifnames=0 biosdevname=0

ここで、「RHEL 7/CentOS 7 OS Catalog name」は、ベアメタルエージェントでの RHEL 7ま
たは CentOS 7の OSイメージテンプレート作成中に、ISOエクストラクタスクリプトによっ
て作成される OSイメージの名前になります。

（注）

ドライバを挿入するには、次に示すように行を更新することによって、PXE.cfgファイルのドライ
バの場所を更新します。
append initrd=images/(RHEL 7/CentOS 7 OS Catalog name)/isolinux/initrd.img ramdisk_size=9216
noapic acpi=off ip=dhcp ks=$PXE_KS_URL
ksdevice= inst.repo=http://$PXE_NATIVE_WEBSERVER/(RHEL 7/CentOS 7 OS Catalog name)
inst.dd=http://$PXE_NATIVE_WEBSERVER/
(RHEL 7/CentOS 7 OS Catalog name )/(name of the driver disk) net.ifnames=0 biosdevname=0

ドライバディスクは、ISOイメージ形式である必要があり、次の場所に配置しま
す。/opt/cnsa/images/(RHEL 7/CentOS 7 OS Catalog name)/
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（注） •シスコのWebサイトにある UCSサーバのダウンロードページからドライバ ISOイメー
ジをダウンロードします。

•パラメータ inst.ddは、PXEインストール時に、ドライバイメージをロードするのに役立
ちます。

Windows サーバオペレーティングシステムの同時展開
ベアメタルエージェントを使用すると、複数のベアメタルサーバで並列ワークフローを実行し

たり、Windowsサーバイメージを同時に展開したりできます。

同時展開の前提条件

Windowsサーバオペレーティングシステムイメージの同時展開を実行できるようにするには、
次のトピックで説明するオペレーティングシステムのバージョンに必要な、該当する設定を実行

する必要があります。これには、以下が含まれます。

• WinPE.wimへの PowerShellパッケージの追加

• IPアドレスや環境に必要なその他の情報を使用した startnet.cmdの更新

ベアメタルワークフロー

Windowsサーバオペレーティングシステムの同時展開をサポートするように、既存のベアメタ
ルプロビジョニングワークフローに変更を加える必要はありません。

ワークフロー内の PXEブートタスクでプロビジョニングが可能なのは、Windowsオペレーティ
ングシステムが搭載された 1台のサーバだけです。1つの PXEブートタスクで複数のサーバをプ
ロビジョニングすることはできませんが、PXEブートタスクを同時に複数か実行することができ
ます。

同時展開の最大数

同時展開の最大数は、TFTPネットワークおよび PXEネットワークの帯域幅に依存します。

ベアメタルエージェントごとに 1 つの Windowsバージョン

Windowsの無人インストールプロセスでの制限により、ベアメタルエージェントごとに 1つの
バージョンのWindowsのみを Cisco UCS Directorに追加できます。別のバージョンのWindowsを
展開する場合は、別のベアメタルエージェントを Cisco UCS Directorに追加する必要がありま
す。
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ベアメタルエージェント最小サポートレベル

Windowsサーバオペレーティングシステムの同時展開には、ベアメタルエージェントリリース
5.4以降が必要です。これは以前のリリースのベアメタルエージェントではサポートされていま
せん。

同時展開で使用されるファイルおよびフォルダ

Windowsオペレーティングシステムの同時展開時に次のファイルとフォルダが使用されます。

PXElinux.cfg ファイル

PXElinux.cfgファイルには、サーバそれぞれのMACアドレスが含まれています。このファイ
ルは、WinPE.wimファイルをポイントしています。

Samba フォルダ

/sambaフォルダには、次の項目ごとのフォルダが含まれています。スクリプトおよびフォルダ
に関する追加情報を次に示します。

•ベアメタルサーバに展開されるWindowsイメージ

• EnRoute.ps1スクリプト

• as-repositoryフォルダ

AS-Repository フォルダ

/samba/as-repositoryフォルダには、Windowsオペレーティング展開先のサーバそれぞれの
MACアドレスのフォルダが含まれています。PXEのブートタスクによって、該当するMACアド
レスのフォルダ内のサーバごとに個別のWindows応答ファイルが作成され、保存されます。最初
のPXEブートのワークフローが実行されるまで、このフォルダが作成されない場合があります。

EnRoute.ps1 スクリプト

EnRoute.ps1スクリプトは、as-repositoryフォルダ内のどのWindows 応答ファイルがプロ
ビジョニングされるサーバに属しているかを特定します。このスクリプトは、必要に応じてカス

タマイズできます。ただし、ベアメタルエージェントを Cisco UCS Directorに追加すると、
as-repositoryフォルダ内のスクリプトが、カスタマイズされずにデフォルトのスクリプトに
戻ります。
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デフォルトでは、Windows Server 2012 R2オペレーティングシステムによって EnRoute.ps1
スクリプトがハードコードされます。別のサポート対象のWindowsサーバオペレーティング
システムを展開するには、$OsPath="R:\Win2k12R2x64\"のデフォルト値を次の値のいずれかで

置き換えます。

（注）

• Windows Server 2012の場合：$OsPath="R:\Win2k12x64\"

• Windows Server 2008 R2の場合：$OsPath="R:\Win2k8R2x64\"

Windows 応答ファイル

Windows応答ファイルには、Windowsオペレーティングシステムの展開時に使用される設定と値
が含まれています。通常、この応答ファイルはunattend.xmlという名前です。同時展開時にWindows
応答ファイルが各MACアドレスフォルダに個別に作成され、Windowsオペレーティングシステ
ムの設定時に使用するようにサーバへ送信されます。

インストールが正常に完了すると、応答ファイルの名前が「Completed」を含むように変更されま
す。

詳細については、Microsoft TechNetの Understanding Answer Filesの記事を参照してください。

例：Windows サーバオペレーティングシステムの同時展開
次の例は、Windowsオペレーティングシステムを搭載したベアメタルサーバをプロビジョニン
グするように設計されたワークフローで、2つのワークフローを同時に実行したときにベアメタ
ルエージェントがどのようなアクションを実行するかを示しています。下の図に、ワークフロー
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内で PEXタスクを実行したときにサーバ 1およびサーバ 2がどのようにプロビジョニングされる
かを示します。

図 3：サーバ 1 のプロビジョニング

サーバ 1をプロビジョニングするワークフローでPXEブートタスクを実行する場合は、上の図に
示した手順が発生します。

操作手順

サーバ 1が起動します。WinPE.wimファイルは、PowerShellパッケージと
Startnet.cmdとともにサーバにコピーされます。

1

Startnet.cmdは、ベアメタルエージェント VMの /sambaフォルダから
EnRoute.ps1スクリプトを呼び出します。

/samba/as-repository/にサーバ1のMACアドレスを名前として使用してフォ
ルダ（例：/samba/as-repository/MAC 1）が作成され、Windows応答ファイ
ルがそのフォルダに配置されます。

2

EnRoute.ps1スクリプトは、サーバ1のMACアドレスを/samba/as-repository
フォルダで使用可能なMACアドレスのフォルダと比較
し、/samba/as-repository/MAC 1フォルダ内でサーバ 1のWindows応答ファ
イルを検索します。

3
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操作手順

Windows応答ファイルを使用して、適切なWindowsオペレーティングシステム
（Windowsのインストールファイルとして表示）がサーバ 1にインストールされま
す。

インストールが正常に完了すると、応答ファイルの名前が「Completed」を含むよう
に変更されます。

4

図 4：サーバ 2 のプロビジョニング

サーバ 1のプロビジョニングと同時に、サーバ 2をプロビジョニングするワークフローで PXE
ブートタスクを実行する場合は、上の図に示した手順が発生します。
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操作手順

サーバ 2が起動します。WinPE.wimファイルは、PowerShellパッケージと
Startnet.cmdとともにサーバにコピーされます。

Startnet.cmdは、ベアメタルエージェント VMの /sambaフォルダから
EnRoute.ps1スクリプトを呼び出します。

/samba/as-repository/にサーバ2のMACアドレスを名前として使用してフォ
ルダ（例：/samba/as-repository/MAC 2）が作成され、Windows応答ファイ
ルがそのフォルダに配置されます。

5

EnRoute.ps1スクリプトは、サーバ2のMACアドレスを/samba/as-repository
フォルダで使用可能なMACアドレスのフォルダと比較
し、/samba/as-repository/MAC 2フォルダ内でサーバ 2のWindows応答ファ
イルを検索します。

6

Windows応答ファイルを使用して、適切なWindowsオペレーティングシステム
（Windowsのインストールファイルとして表示）がサーバ 2にインストールされま
す。

インストールが正常に完了すると、応答ファイルの名前が「Completed」を含むよう
に変更されます。

7
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付録 A
サンプルオペレーティングシステム設定テ

ンプレートファイル

この章は、次の項で構成されています。

• サンプル Linux設定テンプレートファイル, 79 ページ

• サンプル VMware vSphere ESXi設定テンプレートファイル, 81 ページ

• サンプルWindows応答ファイル, 82 ページ

サンプル Linux 設定テンプレートファイル

Linux オペレーティングシステム用のサンプル Kickstart 設定テンプレー
トファイル

Linuxオペレーティングシステムイメージに必要なKickstart設定テンプレートファイル（ks.cfg）
の例を以下に示します。

#platform=x86, AMD64, or Intel EM64T

# System authorization information
auth --useshadow --enablemd5

# System bootloader configuration
bootloader --append="rhgb quiet" --location=mbr --driveorder=sda

# Partition clearing information
clearpart --linux --initlabel

# Use text-based install
text

# Firewall configuration
firewall –-disabled

# Run the Setup Agent on first boot
firstboot -–disable
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# System keyboard
keyboard us

# System language
lang ja_JP

# Installation logging level
logging --level=info

# Provide url/location of image over http.
url --url=http://$PXE_NATIVE_WEBSERVER/image_name

#Reboot after installation
reboot

# Network information
network --bootproto=static --device=eth0 --ip=$PXE_IP
--netmask=$PXE_NETMASK --gateway=$PXE_GATEWAY
--hostname=$PXE_NAME --onboot=on

#Root password
rootpw $PXE_PASSWD

# SELinux configuration
selinux --disabled

# System timezone
timezone --utc America/New_York

# Install OS instead of upgrade
install

# Disk partitioning information
part / --fstype="ext3" --size=8000

#Install required packages
%packages --nobase
wget

%post
wget http://$PXE_WEBSERVER/$PXEID/notify.html

Linux オペレーティングシステム用のサンプル PXE 設定テンプレート
ファイル

Linuxオペレーティングシステムイメージに必要なPXE設定テンプレートファイル（pxe.cfg）
の例を以下に示します。

default linux

label linux
kernel vmlinuz

append initrd=initrd.img ramdisk_size=9216 noapic acpi=off ip=dhcp ks=$PXE_KS_URL

prompt 0
timeout 0
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サンプル VMware vSphere ESXi 設定テンプレートファイ
ル

VMware vSphere ESXi オペレーティングシステム用のサンプル Kickstart
設定テンプレートファイル

VMware vSphere ESXiオペレーティングシステムイメージに必要な Kickstart設定テンプレート
ファイル（ks.cfg）の例を以下に示します。

vmaccepteula

#Set passsword for ESXi server, "$PXE_PASSWD" will be filled in by UCSD
rootpw $PXE_PASSWD

#For Local boot, uncomment the following line
#install --firstdisk --overwritevmfs

#For SAN boot, uncomment the following line
install --firstdisk=remote --overwritevmfs

#Configures the mangement vmknic interface for the ESXi host. All items
starting with "$" are variables that will be replaced by UCSD during the
PXE boot process.

network --bootproto=static --ip=$PXE_IP --netmask=$PXE_NETMASK
--gateway=$PXE_GATEWAY --vlanid=$PXE_MGMTVLAN
--nameserver=$PXE_NS --hostname=$PXE_NAME

%pre --interpreter=busybox
hwclock -d %LIVE_VAR_DATE_1% -t %LIVE_VAR_TIME_UTC_1%
date -s %LIVE_VAR_DATE_TIME_UTC_1%
cd /tmp
wget http://$PXE_WEBSERVER/$PXEID/web/track/log1

%firstboot --interpreter=busybox
cd /tmp
wget http://$PXE_WEBSERVER_MGMT_VLAN_IP/$PXEID/web/track/log3

wget http://$PXE_WEBSERVER_MGMT_VLAN_IP/$PXEID/web/track/log4

#Enable & start remote ESXi Shell (SSH)
vim-cmd hostsvc/enable_ssh
vim-cmd hostsvc/start_ssh

#Enable & start ESXi Shell (TSM)
vim-cmd hostsvc/enable_esx_shell
vim-cmd hostsvc/start_esx_shell

wget http://$PXE_WEBSERVER_MGMT_VLAN_IP/$PXEID/web/track/log5

%post --interpreter=busybox --ignorefailure=true

cd /tmp
localcli network firewall set --default-action true
localcli network firewall set --enabled false
wget http://$PXE_WEBSERVER_MGMT_VLAN_IP/$PXEID/web/track/log2
wget http://$PXE_WEBSERVER_MGMT_VLAN_IP/$PXEID/notify.html -O /tmp/notify.html
localcli network firewall set --default-action false
localcli network firewall set --enabled true
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#Power down the ESXi server after installation
poweroff

VMware vSphere ESXi オペレーティングシステム用のサンプル PXE 設
定テンプレートファイル

VMware vSphere ESXiオペレーティングシステムイメージに必要な PXE設定テンプレートファ
イル（pxe.cfg）の例を以下に示します。

default image_name/menu.c32
menu title PXE Boot Home
timeout 70

label image_name
menu label Install VMware image_name
kernel image_name/mboot.c32
append -c /web/ks-repository/$PXE_ID/boot.cfg +++
IPAPPEND 1

サンプル Windows 応答ファイル
CiscoUCSDirector BareMetal Agentで使用されるWindows Server 2008 R2OSイメージのセットアッ
プに使用可能な AUTOUNATTEND.XMLという名前のWindows応答ファイルの例を以下に示しま
す。

<unattend>
<servicing>
<package action="configure">
<assemblyIdentity name="Microsoft-Windows-Foundation-Package" version="6.1.7600.16385"

processorArchitecture="amd64" publicKeyToken="xxxf3856ad364xxx" language=""/>
<selection name="IIS-WebServerRole" state="false"/>
<selection name="IIS-WebServer" state="false"/>
<selection name="Microsoft-Hyper-V" state="true"/>
<selection name="Microsoft-Hyper-V-Management-Clients" state="true"/>
<selection name="Microsoft-Hyper-V-Management-Clients" state="true"/>
<selection name="MultipathIo" state="true"/>
<selection name="TelnetClient" state="true"/>
</package>

</servicing>
<settings pass="windowsPE">
<component name="Microsoft-Windows-Setup" processorArchitecture="amd64"
publicKeyToken="xxxf3856ad364xxx" language="neutral" versionScope="nonSxS">
<ComplianceCheck>
<DisplayReport>OnError</DisplayReport>
</ComplianceCheck>
<Display>

<VerticalResolution>600</VerticalResolution>
<RefreshRate>60</RefreshRate>
<HorizontalResolution>800</HorizontalResolution>
<ColorDepth>32</ColorDepth>

</Display>
<EnableFirewall>false</EnableFirewall>
<UserData>
<ProductKey>
<WillShowUI>Never</WillShowUI>
<Key>XXXXX-XXXXX-KQT8W-PMXWJ-XXXXX</Key>
</ProductKey>
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<AcceptEula>true</AcceptEula>
<FullName>Cisco</FullName>
<Organization>CiscoUCSD</Organization>
</UserData>
<DiskConfiguration>
<WillShowUI>OnError</WillShowUI>
<Disk wcm:action="add">
<CreatePartitions>
<CreatePartition wcm:action="add">
<Order>1</Order>
<Type>Primary</Type>
<Size>40000</Size>
</CreatePartition>
</CreatePartitions>
<DiskID>0</DiskID>
<WillWipeDisk>true</WillWipeDisk>
<ModifyPartitions>
<ModifyPartition wcm:action="add">
<Active>true</Active>
<Extend>false</Extend>
<Format>NTFS</Format>
<Label>OS</Label>
<Letter>C</Letter>
<Order>1</Order>
<PartitionID>1</PartitionID>
</ModifyPartition>
</ModifyPartitions>
</Disk>
</DiskConfiguration>
<ImageInstall>
<OSImage>
<InstallTo>
<DiskID>0</DiskID>
<PartitionID>1</PartitionID>
</InstallTo>
<WillShowUI>Never</WillShowUI>
<InstallFrom>
<MetaData wcm:action="add">
<Key>/IMAGE/NAME</Key>
<Value>Windows Server 2008 R2 SERVERDATACENTER</Value>
</MetaData>
<Path>\\000.00.90.31\bits\sources\install.wim</Path>
</InstallFrom>
</OSImage>
</ImageInstall>
</component>
<component name="Microsoft-Windows-International-Core-WinPE" processorArchitecture="amd64"

publicKeyToken="nnnf3856ad364nnn" language="neutral" versionScope="nonSxS">
<SetupUILanguage>
<UILanguage>en-US</UILanguage>
</SetupUILanguage>
<UserLocale>en-US</UserLocale>
<UILanguage>en-US</UILanguage>
<SystemLocale>en-US</SystemLocale>
</component>
</settings>
<settings pass="specialize">
<component name="Microsoft-Windows-International-Core" processorArchitecture="amd64"
publicKeyToken="nnnf3856ad364nnn" language="neutral" versionScope="nonSxS">
<SystemLocale>en-US</SystemLocale>
<UILanguage>en-US</UILanguage>
<UILanguageFallback>en-US</UILanguageFallback>
<UserLocale>en-US</UserLocale>
</component>
<component name="Microsoft-Windows-TerminalServices-LocalSessionManager"
processorArchitecture="amd64" publicKeyToken="nnnf3856ad364nnn"
language="neutral" versionScope="nonSxS">
<fDenyTSConnections>false</fDenyTSConnections>
</component>
<component name="Microsoft-Windows-Deployment" processorArchitecture="amd64"
publicKeyToken="31bf3856ad364nnn" language="neutral" versionScope="nonSxS">
<RunSynchronous>
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<RunSynchronousCommand wcm:action="add">
<Description>Disable IPv6</Description>
<Path>reg add HKLM\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\tcpip6\Parameters /v DisabledComponents
/t
REG_DWORD /d 255 /f</Path>
<Order>1</Order>
</RunSynchronousCommand>
<RunSynchronousCommand wcm:action="add">
<Description>Disable Shutdown Tracker</Description>
<Path>reg add "HKLM\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows NT\Reliability" /v ShutdownReasonOn
/t
REG_DWORD /d 0 /f</Path>
<Order>2</Order>
</RunSynchronousCommand>
</RunSynchronous>
</component>
<component name="Networking-MPSSVC-Svc" processorArchitecture="amd64"
publicKeyToken="nnnf3856ad364nnn" language="neutral" versionScope="nonSxS">
<DomainProfile_EnableFirewall>false</DomainProfile_EnableFirewall>
<PrivateProfile_EnableFirewall>false</PrivateProfile_EnableFirewall>
<PublicProfile_EnableFirewall>false</PublicProfile_EnableFirewall>
</component>
<component name="Microsoft-Windows-ServerManager-SvrMgrNc" processorArchitecture="amd64"
publicKeyToken="nnnf3856ad364nnn" language="neutral" versionScope="nonSxS">
<DoNotOpenServerManagerAtLogon>true</DoNotOpenServerManagerAtLogon>
</component>
<component name="Microsoft-Windows-OutOfBoxExperience" processorArchitecture="amd64"
publicKeyToken="nnnf3856ad364nnn" language="neutral" versionScope="nonSxS">
<DoNotOpenInitialConfigurationTasksAtLogon>true</DoNotOpenInitialConfigurationTasksAtLogon>

</component>
<component name="Microsoft-Windows-powercpl" processorArchitecture="amd64"
publicKeyToken="nnnf3856ad364nnn" language="neutral" versionScope="nonSxS">
<PreferredPlan>8c5e7fda-e8bf-4a96-9a85-a6e23a8c635c</PreferredPlan>
</component>
<component name="Microsoft-Windows-Shell-Setup" processorArchitecture="amd64"
publicKeyToken="nnnf3856ad364nnn" language="neutral" versionScope="nonSxS">
<ComputerName>*</ComputerName>
<ProductKey>XXXXX-XXXXX-KQT8W-PMXWJ-XXXXX</ProductKey>
</component>
</settings>
<settings pass="oobeSystem">
<component name="Microsoft-Windows-Shell-Setup" processorArchitecture="amd64"
publicKeyToken="nnnf3856ad364nnn" language="neutral" versionScope="nonSxS">
<Display>
<ColorDepth>32</ColorDepth>
<HorizontalResolution>800</HorizontalResolution>
<VerticalResolution>600</VerticalResolution>
<RefreshRate>60</RefreshRate>
</Display>
<OOBE>
<HideEULAPage>true</HideEULAPage>
<HideWirelessSetupInOOBE>true</HideWirelessSetupInOOBE>
<NetworkLocation>Work</NetworkLocation>
<ProtectYourPC>3</ProtectYourPC>
</OOBE>
<VisualEffects>
<FontSmoothing>ClearType</FontSmoothing>
</VisualEffects>
<WindowsFeatures>
<ShowInternetExplorer>true</ShowInternetExplorer>
</WindowsFeatures>
<TimeZone>Pacific Standard Time</TimeZone>
<RegisteredOrganization/>
<ShowWindowsLive>false</ShowWindowsLive>
<UserAccounts>
<AdministratorPassword>
<Value>987654321abc???=</Value>
<PlainText>false</PlainText>
</AdministratorPassword>
</UserAccounts>
<AutoLogon>
<Password>
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<Value>123456abc???</Value>
<PlainText>false</PlainText>
</Password>
<Enabled>true</Enabled>
<LogonCount>1</LogonCount>
<Username>Administrator</Username>
</AutoLogon>
<FirstLogonCommands>
<SynchronousCommand wcm:action="add">
<CommandLine>cmd /c winrm quickconfig -quiet -transport:HTTP</CommandLine>
<Description>Enable WinRS over HTTP to communicate with CPA</Description>
<Order>1</Order>
<RequiresUserInput>false</RequiresUserInput>
</SynchronousCommand>
<SynchronousCommand wcm:action="add">
<CommandLine>cmd /c winrm set winrm/config/client @{TrustedHosts="*"}</CommandLine>
<Description>Adding trusted hosts value for winrm client</Description>
<Order>2</Order>
<RequiresUserInput>false</RequiresUserInput>
</SynchronousCommand>
<SynchronousCommand wcm:action="add">
<CommandLine>cmd /c net use R: \\000.00.90.31\bits /user:smbuser cisco123</CommandLine>
<Description>Mapping the share to save the notification file</Description>
<Order>3</Order>
<RequiresUserInput>false</RequiresUserInput>
</SynchronousCommand>
<SynchronousCommand wcm:action="add">
<CommandLine>cmd /c ipconfig /all | findstr "Physical" >>
R:\notifications\completed.html</CommandLine>
<Description>Writing the completed notification log with MAC address at
Share mapped in previous step</Description>
<Order>4</Order>
<RequiresUserInput>false</RequiresUserInput>
</SynchronousCommand>
<SynchronousCommand wcm:action="add">
<CommandLine>cmd /c R:\notifications\completed.bat</CommandLine>
<Description>executing powershell batch file like as wget</Description>
<Order>5</Order>
<RequiresUserInput>false</RequiresUserInput>
</SynchronousCommand>
</FirstLogonCommands>
</component>
</settings>
<settings pass="offlineServicing">
<component name="Microsoft-Windows-LUA-Settings" processorArchitecture="amd64"
publicKeyToken="nnnf3856ad364nnn" language="neutral" versionScope="nonSxS">
<EnableLUA>false</EnableLUA>
</component>
</settings>
<cpi:offlineImage cpi:source="wim:D:/win2k8r2x64sp1/sources/install.wim#Windows
Server 2008 R2 SERVERDATACENTER"/>
</unattend>
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付録 B
ポート

この付録の構成は、次のとおりです。

• Cisco UCS Director TCPおよび UDPポートの使用, 87 ページ

• ポート一覧, 88 ページ

Cisco UCS Director TCP および UDP ポートの使用
ここでは、Cisco UCS Directorが外部のアプリケーションまたはデバイスとの接続および通信に使
用する TCPポートおよび UDPポートの一覧を示します。
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次の図に、CiscoUCSDirectorアプライアンスと管理対象デバイス、ESXサーバ、ベアメタルエー
ジェント、PowerShellエージェント、NTP、およびActiveDirectory間の通信に使用するネットワー
クポートを示します。

図 5：Cisco UCS Director TCP および UDP ポートの使用
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説明プロトコルデフォルトポート
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DHCPUDP67/68

Active DirectoryTCP/UDP

TCP

389/636

3268/3269
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説明プロトコルデフォルトポート

DNSTCP/UDP53

NTPTCP/UDP123

MySQLTCP/UDP3306

Cisco UCS Director + VNC接続TCP8787/5999

Cisco UCS Director + RDP接続TCP/UDP3389

Cisco UCS Director + NetApp接続TCP/UDP80/443/8080

Cisco UCS Director + Cisco UCS Manager接続UDP80/443

Cisco UCS Director + vCenter接続UDP80/443

RDPTCP/UDP3389

SMB/RPCTCP135/445

KerberosTCP/UDP88

NetBIOS名（nbname）TCP/UDP137

NetBIOSデータグラム（nbdatagram）TCP/UDP138

NetBIOSセッション（nbsession）TCP139

Desktop Delivery Controller <--> vCenterUDP80/443

Desktop Delivery Controller <-->仮想デスクトップTCPICAを介した 8080

ユーザ（Citrix Recvr）<-->仮想デスクトップTCP1494/2598/2512/2513

Desktop Delivery Controller <--> Active DirectoryTCP/UDP389/636（LDAPポート）

仮想デスクトップ <--> Active Directory + DNSTCP/UDP389/636、3268/3269、53

PowerShellエージェント <-> WinRMからの
Xendesktop

TCP5985/5986

Cisco UCS Director <--> PowerShellエージェントTCP/UDP43891

XenAppTCP80/8081
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